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絶対に許さないと思っていたのに、再会愛に溺れてしまいました
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　姉に無理やり連れてこられた飲み会の帰り道、清香きよかは逃げるように店を出て、駅へ向かって走った。

　何台もの車が排気ガスを吐きだし、エアコンの室外機からは生温い風が吹いている。舗道には大勢の人々が歩いていて、夜とはいえ、人の熱気と八月の湿度の高さに不快指数が増すばかりだ。

　肩まで伸びた真っ黒な髪が汗で頬に貼りつくのを手で払い、それでも足を止めることはない。ふっくらと丸みを帯びた頬は乳児の肌のように柔らかく赤みがかっている。清香が二十五歳になっても幼げだと言われるのは、この丸い顔立ちのせいだろう。

　しかし今の清香は、形のいいアーモンド型の目を細め、眉を吊り上げている。肉厚の唇をキュッと引き結び、叫びだしたいのを何とか抑えている。

（まさか……っ、こんな偶然ってあるっ？）

　感情が昂っているのは、なにも夏の夜のせいだけではない。

　七年ぶりに再会したあの男のせいだ。

（あ～もうっ、人が邪魔っ！）

　特に土曜日の夜の繁華街はあり得ないほどの人で埋め尽くされる。

　急いで駅へと向かいたいのに、思うように足を進められない。仕方なく人と人の間を縫うようにして歩いていると、突然後ろから手を掴まれて、苛立ちと不快さに清香の顔からついに表情が消える。

「可愛いね～。これからどう？　みんなで飲みにいこうって言ってるんだけど」

「やめてっ、けっこうです！」

　男の呼気に混じる酒の匂いが鼻につく。

　腕を振り払おうにもかなりの力で掴まれていて、動かすこともできない。

　男はすでにかなり酔っているのか力の加減がわかっておらず、ギュッと掴まれた腕は痛いほどだった。

「気が強いな。そう邪険にしないでさ。いいじゃん、ほら……けっこういい男だよ、俺」

　自分を指差す男が〝いい男〟だとは到底思えなかった。そもそも、いい男は繁華街で女をナンパなどしないだろう。

（今日は、本当になんて日なの……っ）

　強引に合コンに連れだしてきた姉を恨みたくなってくる。

　酔った男は三十代くらいだろうか。シャツワンピースを身につけた清香の胸元を凝視していた。ハッと胸元に目をやれば、ボタンが上から二つ外れている。

（これ、ボタン外れやすいんだった）

　後悔したところで遅すぎた。ボタンを留めようにも、男に腕を掴まれているせいで左手しか自由にならず、仕方なくシャツの前をかき合わせる。

「痛いから放してっ！」

「え～ダメ？　別にちょっとくらい付きあってくれてもいいでしょ？　土曜日のこんな時間に一人ってことは、彼氏とかいないんじゃないの？」

「あなたには関係ない……っ」

　気分が悪い。

　ここまでひどいナンパはそうあることではないが、誰か、と助けを求めたところで、都会の喧騒の中、面倒そうな酔っ払いに積極的に関わるような人間はいないだろう。

「腕を放せ。痛がってる」

　突然聞こえた、荒い息遣いが混じった低い声に清香は息を呑んだ。

　その声を聞いただけでわかってしまう。

　何ということだ。清香が逃げた原因である男がここに来てしまうとは。

　まさか追いかけてきたの──と清香が声のした方へと目を向けると、昔よく見た穏やかそうな表情はすっかりと鳴りを潜めていて、それだけで人を殺せそうな鋭い視線が酔っ払いへと向けられていた。完全に別人かと思うほどの怒気を漲らせて。

　突然現れた高身長の男に、酔ってふらついていたナンパ男が息を呑む。

「彼女を放せと言ってるんだ。聞こえないのか？」

　男は清香よりもさらに一歩前へ出て言った。

「あ、ああっ……ごめんね」

　目の前に現れた男の背が自分より頭一つ分は高かったからか、清香に誘いをかけてきた男は怖じ気づいたように手を放した。

　清香を庇うように立つ男の背中はあの頃と同じで広かった。スタイルのいい男が仕立てのいいスーツを着て立っている姿はそれだけで絵になる。

　別に庇われたとて少しも嬉しくはないけれど、突然誰かも知らない相手に腕を掴まれたことでそれなりに緊張があったのか、清香の口から自然に安堵の息が漏れた。

　もう痛みはなかったが、掴まれていた腕をそっと摩ると、わずかに赤くなっていた。もともと肌が白いため痕がつきやすいのだ。

「で、彼女に何の用だ？」

「い、いやっ……何でも」

　逃げるように男は去っていった。周りには誰もいなかったから、みんなと言っていたのは嘘だったのだろう。

　しかしこの後どうしろと言うのだ。ナンパ男と二人きりよりよほど気まずい。

　誘いに乗りたかったわけではもちろんないが、ナンパ男の方が幾分かはマシだった気さえしてくる。

　すると背を向けていた男が振り返って、清香に憂いを含んだ目を向けてきた。

「大丈夫か……？」

　案じるように聞かれたその瞬間、ざわりと肌が粟立ち、苛立ちにも似た感情が沸々と蘇ってきた。

（どうして……追いかけてきたの……）

　助けてくれたのは事実だが、この男に助けられるくらいなら、という思いが脳裏を過ぎる。

　近づきたくない。もう二度と関わりたくない。

　そう簡単に七年前の出来事を忘れられるはずがない。

　目の前に立つ彼は、名を豊宮とよみや晴人はるとという。

　歳は清香よりも四つ上だったから、今は二十九歳のはずだ。

　一五八センチの清香の、ちょうど二十センチ上にある頭の位置もあの頃と変わっていない。茶色い髪も、見惚れてしまうほどの甘い美貌もそのままに、より男らしく精悍な顔立ちになったような気がする。

　あの頃と違うのは、清香の気持ちだけだろうか。

（大嫌い……）

　あれから一度だって顔を合わせてはいなくとも、何度も何度も夢に見るほどに彼は清香を苦しめたのだ。

　そのたびに忘れられない不快感が心を埋め尽くす。

　もう二度と会いたくはなかったのに──。
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　高校二年生の夏──。

　異常気象とも言われるほど、その年の気温は高かった。

「お姉ちゃんたち帰ってないじゃん……暑いっ」

　家に帰った清香は、真っ先にクーラーのリモコンに手を伸ばした。暑すぎて何もする気が起きずにようやく効き始めたエアコンの風に当たりながらソファーに寝転んでいると、タイミング悪くインターフォンが鳴り響いた。モニターをチラッと見たが、顔が映っておらずおそらく男性であるとしかわからなかった。

（やだな……宅配かな）

　シングルの母に育てられた三姉妹の末っ子である清香は、とにかく子どもの頃から男の子が苦手だった。男の子は何を考えているかわからないところがあったし、やたらと騒いだり走り回ったり、行動に理解が及ばなかった。

　家に父親がいない理由を母に聞けば言葉を濁されてしまい、それでも子ども心ながらにあまりいい理由ではないことは感じとった。姉に恋人ができるたびに母は「男に頼って生きるのだけはやめなさい」と口酸っぱく言っていたからだ。

　中学に上がった頃に、二人の姉の会話で父と母の離婚理由が父の不倫であったと聞いてからは、清香の男性不信は潔癖と言えるほどにひどくなっていた。

　女子校に通う清香には男性との出会いはない。誰かと付きあうどころか、話をする機会も滅多になかった。男性を前にすると緊張でつい睨むような顔になってしまうし、ぶっきらぼうな口調になる。

　居留守を使おうかという考えが一瞬頭を過ぎるが、二番目の姉にバレたら怒られそうだ。清香は仕方なく玄関へと向かった。

　そして玄関のドアを開けて、予想外の出来事に固まった。

（近くで映画の撮影でもやってるの……？）

　ドアの向こうに立っていたのは、宅配の人でもセールスマンでもなく、大学生くらいの綺麗な男の人だった。けれど男性というだけでやはり苦手意識が先に立つ。固まったまま対応できない清香に、男性は優しげな口調で言った。

「豊宮と言いますが、梨香りかさんはいますか？」

　梨香は市村いちむら家の長女だ。

「あの……すみません。お姉ちゃんちょっと出かけてて……すぐ帰ってきますから、上がって待ってください」

　口の中が緊張でカラカラだ。顔は強張ったままで、清香の発した声は低く上擦っていた。態度の悪い女だと思われているだろう。

　梨香も人を呼んでいるならそう言っておいてくれればいいものを、コンビニに行ってくると言って出かけてしまっていた。おそらく五分も経たずに帰ってくるとわかっていたから、上がって待っていてもらおうと思ったのだ。

「いや……女性だけで住んでいると聞いてますから、外で待っています」

　男性は、明らかに歳下の清香を前にしても丁寧な口調を崩さなかった。

　それがとても意外で新鮮だった。

　家に来るセールスマンは、相手が女子供だと知るや否や急に態度を一変させてくる人ばかりだったから。

「え、でも……暑いし」

「大丈夫ですよ。ああ、帰ってきた」

　遠くを見るようにして男性の目が細められた。梨香に向かって軽く手を振る彼に思わず見惚れてしまう。

　帰ってきた梨香に彼は大学の同級生だと紹介された。家の近くでバイトをしている彼に、しばらくの間駐車場を提供する約束をしたらしい。

　晴人、梨香と互いを名前呼びしていたし、何度目かの来訪で、さすがに色恋沙汰に疎い清香でも二人の関係に気づいた。

　そうして、男性など滅多に来ないこの家に当たり前のように晴人が出入りするようになった。

　男性は苦手だったけれど、晴人にだけはそう苦手意識を感じなかった。仕草や立ち居振る舞いに品があるからだろうか。男性を綺麗だと思ったのは初めてだ。

　梨香お姉ちゃんいい人と付きあったよね──そう母に告げて驚かれるほど、晴人は今まで清香が出会った誰よりも素敵な男性だった。

　そんな出会いから一年が経ち──。

「ただいま～」

　清香が玄関のドアを開けると、視界に飛び込んできたのは、男物のスニーカーだ。

（あ、晴人さん来てる！）

　肩で切りそろえた黒髪を靡かせて、清香はバタバタと自宅の廊下を走り抜ける。

　せっかくの土曜日だし、受験勉強の合間にたまにはいいだろうと外出していたが、晴人が来るのなら家にいればよかったと後悔する。

　勢いがつきすぎて、リビングのドアを通り過ぎてしまいそうになるのを、足をグッと踏ん張ることで堪えて、深呼吸を一つ。真っ直ぐな黒髪を耳にかけつつ、乱れたところがないかを手櫛でチェックした。

　外は立っているだけで汗ばむ陽気だ。

　ベタついた額や首筋がやたらと気持ち悪かった。

（あ～もう、くさかったらやだな……）

　セーラー服をバタバタとはためかせて湿気を含んだ布地を乾かしたところで無意味だ。早く会いたい気持ちと、女性としての恥じらいの間で揺らぐが、晴人に会いたい気持ちが勝った。

「ただいまっ！　晴人さん、こんにちは」

　リビングのドアを開けると、三人がけのソファーにゆったりと腰かけた晴人が振り返りざまに微笑んだ。

「おかえり、清香。友達と出かけてたのか？」

「うん。あ、勉強はサボってないよ？」

「偉いな」

　ソファーから長い腕が伸ばされて、せっかく耳にかけた髪がぐしゃぐしゃになるほど頭を撫で回される。

「ちょっと、晴人さん」

　子ども扱いに頬を膨らませれば、彼が「悪い悪い」と笑みを浮かべて悪びれもせずに言った。

「ひどい、晴人。清香には甘いんだから」

　梨香は、口調とは裏腹に悠然としている。冷蔵庫から冷たい麦茶を取りだすと、清香のためにグラスに注いで入れてくれた。

　どこか垢抜けない印象のある清香と違って、梨香は大人の色香が漂う美人だ。

　清香と違い無駄な肉づきのない顎に、真っ赤なリップと目元に縁取られたアイライン、エクステで整えられたまつ毛が似合う姉と、素材からして完璧な晴人が並んでいると悔しいくらいにお似合いだ。

　男性が苦手なのは変わらないけれど、いつかは自分にも恋ができるだろうかと二人に憧れのような気持ちを抱いている。

　三人がけのソファーは梨香と晴人が座っている。どこに座ろうかと清香が悩んでいると、晴人が自分の隣を詰めて空けてくれた。ポンポンと隣を叩かれて手招きされる。

「何してるんだ。来いよ」

「う、うん」

（ち、近いよ……）

　三人がけとはいえ、晴人の身体はやはり大きく、太ももが触れてしまうことに、どうしようもなく恥ずかしさを覚える。

　意識していることを知られるのもきまりが悪く、清香は固まったまま動けなくなってしまう。

「それにしても、清香はほんと晴人にだけは懐いてるわよね。いつもは宅配の人すら威嚇してるくせに」

　そんな清香の思いを知るはずもないのに、梨香にからかうように告げられて、頬がますます熱くなった。丸い頬をさらに膨らませて隣に座る晴人を見るが、彼は気にもしていないのか穏やかに笑うだけだ。

「べ、別に威嚇なんてしてないよ。男の人が苦手なだけって知ってるでしょ」

「晴人だけは平気なんてね～。ほら、赤くなっちゃって～」

「もうっ、梨香お姉ちゃんっ！」

「あははっ。ごめんごめん。からかいすぎたわ」

「ほんとだよ」

　高校生の清香と、大学生の二人。

　もちろん、就職したり環境が変わったりすれば、この楽しい時間に終わりが来るのはわかっているけれど、梨香と結婚して家族になってくれないかなと思うくらい、清香は晴人のことが好きだったのだ。










　約束の時間に鳴る玄関のチャイムの音に、清香は一目散に階段を駆け下りた。

　今日も晴人が来るとわかっていたからだ。

　梨香と次女、綾香あやかは、母からの頼まれ事で出かけていた。数十分で帰ってくるだろうけれど、それまでは晴人を独り占めできる。

「晴人さん、こんにちは！」

　ドアを開けてすぐさま告げれば、晴人が怒ったように眉を寄せた。何かしてしまっただろうかと、清香は肩を震わせる。

　怒気を漲らせた美形の迫力は凄まじく、いつもの穏やかさはなく、眉を寄せた晴人の表情に涙が浮かんでしまう。

「清香。ちゃんとインターフォンで相手を確認しろっていつも言ってるだろ。変な奴だったらどうするんだ」

「だって……晴人さん来るってわかってたから。ごめんなさい」

　目に見えて肩を落とす清香が可哀想になったのか、晴人は厳しい顔を和らげて髪をくしゃりと撫でてくる。

「家に女の子一人の時は危ないから。もう少し警戒心を持て。心配なんだよ」

「晴人さん、あたしのこと心配してくれるの？」

「心配するに決まってるだろ」

「そんなこと言って。どうせお姉ちゃんの妹だからでしょ？」

　廊下を歩いていた晴人がピタリと足を止めた。

　どうしたの、と清香が振り返ると、今まで見たこともないほどに顔を強張らせた晴人が、清香を真っ直ぐに見つめてきた。

「違うって言ったら、お前どうする？」

「え……？」

　晴人の言葉の意味を考える前に腕を取られて、廊下の壁に背中が押しつけられた。

　どうしたのと見上げれば、怒っている様子はないのにいつもの穏やかさのかけらもない顔が近づいてきて、いったい何が起こっているのか半ばパニックだ。

　晴人の目はわずかに潤んでいて、彼の瞳の中には戸惑ったような清香が映っている。どうしてかはわからないが、初めて晴人を怖いと思った。

「は、るとさ……っ」

　ふにゅっと柔らかい何かが唇に当たり、自分がキスをしていると理解が及ぶまでに数秒を要した。彼の長いまつ毛が視界に入り、驚いて崩れ落ちそうになる清香の身体を晴人の逞しい腕が支えた。

「ふっ……ぅ、ん」

「必死に我慢してんのに。隙だらけに誘うような目をするな」

「な、に……わかんなっ」

「可愛い……清香」

　呼吸の合間に熱に浮かされたような晴人の息遣いと声が聞こえて、背中からゾクゾクとするような痺れが這い上がってくる。

　息が苦しくてキツく閉じた唇を開けると、隙間からヌルリと濡れた舌が入り込んでくる。クチュッと粘ついた音が立ち、何が起こっているのか考えることを放棄したいほど頭が真っ白になった。

「んっ……や」

「そんな声出すなよ。すぐ、俺のものにしたくなる」

　ああ、彼は欲情しているのだと、ようやく思い至る。

　清香が恐怖を覚えたのは、初めて晴人の中に〝男〟を感じたからだろう。

（なんで……どうして、こんなこと）

　腕を突っ張って抗おうとしても、身体に力が入らない。

　うっすらと開けた目に映るのは、情欲を迸らせる男の姿だった。怖くて堪らないのに、キスが深くなっていくと気持ちよさまであって、もう何が何だかわからなくなる。

　ズルズルとへたり込みそうになるが、両足の間に晴人の太ももが差し入れられてしまって、座り込むことも叶わなかった。

　下唇を喰まれて、晴人の舌先が清香の舌をすくい取るように動き回る。口の周りが唾液でベタつくほどにはしたない音を立てて舐めしゃぶられる。

「はぁ……む、ん」

　甘やかな快感が腰からせり上がってきて、足の間が落ち着かない。腹部に熱が溜まって、追い立てられるような疼きが広がり、自分でもどうしていいかわからない。秘めた場所に触れたくなるなんて、初めてのことだった。

　なんで、どうしてと疑問ばかりであるが、何より彼の手に感じてしまっている自分が一番不可解だった。

「ココ、俺の手で濡らしてやりたい」

　両足の間に入れられた晴人の太ももが、下着のクロッチを擦るように動く。あまりに突然与えられた凄絶な刺激に、清香は全身を戦慄かせた。

（やだ……っ、やだっ！　何、これ……）

　自分の身体なのに自分ではどうしようもなかった。誰にも見せたことのない場所を弄られて、どうしようもなく身体が熱くなってしまう。

「ひぁっ……やっ、あ」

　グリグリと敏感な部分を膝頭で擦られて、中心から何かが溢れてくる感覚にめまいがしてくる。

　鼻にかかった甘い声が自分のものとは到底思えなくて、清香は縋りつくように晴人のシャツに顔を埋めた。

　そんな清香の行動に気を良くしたのか、スカートを捲り上げられて、太ももを撫でられた。それはいつも髪を撫でる時とは打って変わって、性急で強引だ。

「……っ！」

　玄関の鍵を開ける音がして、二人同時に身体を離した。

　ただただショックで晴人の顔を見ることさえできない。

　晴人の行動が信じられなかった。

（お姉ちゃんのこと、好きなんじゃないの……っ？　どうしてあたしに、こんなこと……）

　憧れていたのに。

　晴人みたいな人に出会えたら、いつかは自分も恋愛ができるかもしれない、そう思っていたのに。

　潤んだ目でフローリングを見つめながら、ようやく口に出せた言葉は自分たちの関係の終わりを意味していた。

「大っ嫌い……もう二度と顔も見たくない」

　ただいま、と玄関先から姉たちの声がかかるが、清香は階段を駆け上がり自室へと逃げ込んだ。鍵をかけてベッドに潜り込み、布団を頭からかけて耳を塞いだ。

　どうして晴人が突然あんなことをしたのか、とか。

　どうして梨香を裏切れるのか、とか。

　自分が流されかけたことが許せない、とか。

　いろいろなことに対しての、苛立ちが次から次へと芽生えてきて、全身が震え上がる。

　晴人がいつ帰ったのかも知らない。その日の夜、食事に呼ばれても清香はリビングへ下りることができなかった。

　廊下での出来事が脳裏を過ぎり、考えれば考えるほど心が塞ぐ。「やめて」と言えなかった自分もまた、梨香を裏切ってしまったような気がして、しばらくは優しい姉と顔を合わせることもできなかった。

　晴人はまた家に来るだろう。

　今度はもう絶対に二人きりにならない。顔を合わせないように、晴人が家にいる間中部屋に閉じこもっていればいい話だ。

　いずれ、大学を卒業すれば彼だって、そうそう家には来なくなるはず。

　どうして自分が逃げ隠れしなければならないのか、甚だ不愉快だが、もう彼と関わりたくないというのが本音だった。

（お姉ちゃんと付きあっていて、妹に手を出そうとするって……どういう神経してるの？）

　晴人を信じていただけにショックも大きかった。

（男の人って……そういうことしか考えてないのかな……）

　晴人と二人きりになった清香がバカなのだろうか。

　まさか、晴人がそんな人だったなんて思いたくはなかったが、自分を性的な目で見ていたのは明らかで、疑いようもない事実だ。夢であってほしいと何度も思う。

　しかし、そんな清香の心配をよそに、その日以降晴人が市村家に出入りすることはなかった。
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　清香は、七年前のあの出来事からよりいっそう男性に対しての不信感が募り、二十五歳にしてすでに一生独身計画を立てていた。

　女だらけの市村家にはその後男性の出入りはほとんどないし、職場も幼稚園を選んだため、男性職員は幼稚園バスの運転手くらいだった。

（別に、男がいなくったって生きていけるし）

　結婚も子どもも望まない。そうやって生きている人だって大勢いる。自分もその中の一人になるだけだ。

　盆休みに入り、清香は一週間の夏休みをもらっていた。

　姉二人も同じ時期に休みが取れたようで、久しぶりの家族の団欒だ。

「お姉ちゃん！　昼ご飯できたから起きて！」

　キッチンに立つ長女と三女と違い、ソファーでぐったりと横になる綾香はいつもだいたい何もしない。ピクリと身体が動いたところを見ると、本当に眠っているわけではなさそうで、清香は嘆息しながらも綾香の分の茶碗をテーブルに置いた。

　綾香がようやくのっそりと身体を起こして、ダイニングテーブルについた。その動作はひどく緩慢だ。

　飲み物くらい持っていって、と思わないこともなかったが、もうさすがに慣れた。ここで喧嘩するよりも、自分が用意した方がはるかに早いことを長年の生活の中で学んでいるからだ。

「ご飯食べられるの？」

「んん～食べる」

「いくら休みだからって飲み過ぎだよ」

　清香の三つ上の綾香は二十八歳になるが、最近彼と別れたらしく荒れている。

　昨夜は出会いを求めに、つまり合コンに出かけていた。帰ってきたのは日付をまたぐ頃で顔を合わせてはいないが、朝起きたらもうすでにソファーでぐったりとしていたから、帰ってきてこのまま寝てしまっていたのかもしれない。

　六人がけのダイニングテーブルに料理を並べ終わり席に着くと、梨香の横に座った母が口を開いた。

「梨香、最近家に居ることが多いわね。彼氏とは別れたの？」

　母は清香には男性の話題を振ってこない。何度か話に出されて「いらないって言ってるでしょ！」と珍しく声を荒げてしまったからだ。

　早く孫の顔が見たいと思っているのは明らかで、二十九歳という結婚適齢期の梨香がその話にたびたび付きあわされているのだ。

「別れたのはかなり前。今は仕事が忙しいから、恋人はいらない。でも結婚したくないわけじゃないわよ」

「もう来年には三十歳だからね。出産も子育ても早い方が楽よ？　それに子どもはいいわよ～旦那と違って裏切らないから」

　母の言葉に梨香が乾いた笑いを漏らした。

　自分が離婚しているからか、母は結婚が上手くいかなくとも子どもさえいればいいという考えだ。男に頼って生きるなとたびたび言う。

　女手一つで三人の娘を育て上げたのだから説得力はあるが、最初から離婚前提で話をされるのが梨香には納得できないらしい。

「裏切らない旦那を選ぶわよ」

「そうね、本当はそれが一番いいのよ」

　男はみんな裏切るもの、と言いたげな母の考えが透けて見える。

「梨香姉はいいじゃん。黙ってたって男が寄ってくるし！　もう、あたし早く結婚したい！　専業主婦になりたい！」

「だから、そういう考えをやめなさいって言ってるでしょ！」

　綾香が叫ぶように言うと、すかさず母が反論する。専業主婦になりたいという考えを否定する気はないが、綾香の場合むしろ専業主夫を見つけた方がいいだろう。

「でも、一番ヤバいのこの子でしょ！　二十五歳にもなって、彼氏の一人もいたことがないとかさ。それかなり人生損してるから！」

「綾香お姉ちゃんには関係ないでしょ？　いらないって言ってるんだから」

　自分に向けられた矛先にうんざりしながら答えると、綾香は箸を置き清香の両手を取ってきた。

「な、なに？」

「明日合コンすることになったから清香も来なさい。これ姉命令、絶対」

「はぁっ？　何言ってんの？　嫌だよ！」

「そうね……清香も一度くらい、そういう会に行ってみてもいいんじゃない？」

　綾香を味方につけたとばかりに、母まで賛同してくる。放っておいてくれていいのに、どうして母や姉というのはこぞって妹の世話を焼きたがるのか。

「行かないってば！」

「座ってるだけでもいいよ。あんたの場合、男の目を見て話す！　これ目標ね。あとガンつけない。怖えよ、顔」

「怖くて悪かったわね！　綾香お姉ちゃんがバカなこと言うからでしょ！　ちょっと梨香お姉ちゃんも何とか言ってよ！」

　梨香だけは自分の味方でいてくれるはずだと、縋るように目を向けるが、しばし逡巡した挙げ句に、梨香までも綾香の話に乗ってくる。

「いいじゃない、飲み会くらい。別にそこで会った人と付きあえって言ってるわけじゃないんだから」

　二十五歳で誰とも付きあったことがなく、この先も一人でいいなんて、やはりおかしいのだろうか。

（もう……本当に、放っておいてよ……）

　清香のため息は、女三人の甲高い話し声の中に呑み込まれて消えていった。
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　清香たちが来たのは、合コン向きとは言えない、静かな雰囲気の店だった。

　店内にはクラシック音楽が人々の会話の邪魔にならない程度にかけられていて、カウンター席もあるものの、ゆったりとしたソファー席が多い。隣の客との間も広く取られていて、席によっては半個室のように仕切りがあった。

　案内されたのは、中央のローテーブルを囲うようにしてコの字型のソファーが置かれている半個室席だった。

　女性が五人、男性が五人だと綾香から聞いていたが、男性はまだ四人しか来ていない。清香の前の席が空いたままだ。端に腰かけた清香は静かにカクテルを口に含む。つい癖で顔を顰めてしまうからか、誰も話しかけてくることはなかった。

　そしてとうの綾香といえば、話題の中心にいて清香のことなどまったく頭にない様子だ。別にかまってほしいわけではないのだが、完全放置もどうかと思う。

（変な人と抜けださなきゃいいけど……）

　そうおかしな人はいないと思うが、綾香は軽いところがあるから心配だ。

　初めて会った姉の友達は妹を気遣うつもりもないのか、自分好みの男性と各々話していた。

（数合わせにもなってないし……私いらないよね……）

　そっと帰ってしまおうかと立ち上がりかけたところで、一緒にいたメンバーが何やら騒つきタイミングを逃してしまった。

「遅かったな、はると」

　久しぶりに聞く名に驚いて胸がドクンと嫌な音を立てた。頭の中では『晴人』と無意識に彼の字に変換してしまう。

　どこにでもいる名前だ。そう珍しくもない。

　偶然だとわかっていても、同じ名前と聞くだけで顔が上げられなくなる。

「悪い。仕事が押した」

　清香は思わず息を呑んだ。ヒュッと喉が鳴って、握りしめた拳が震える。

　まさか、そんなはずはない。そう思いたいのに、清香の記憶にある晴人の声と寸分違わず同じなことに、動揺が広がった。

　あとから来た〝はると〟は空いていた清香の向かい側の席に座った。

　俯いたまま床を見ていると、男の足元が目に入る。

　磨き上げられた革靴は汚れ一つなく、スニーカーを履いていた昔の晴人のイメージとは重ならない。光沢感のあるダークグレーのスラックスは、一見しただけで高価なものだとわかった。

　別人に違いないのに、目の前に座った彼の声が頭から離れてくれない。

（そんな……まさか……）

　こんなところで偶然会うだなんてあるはずがない。

　まさか、まさか、とそればかりで顔を上げることができない自分は、いつまで過去のことに捉われているつもりなのか。

　もう七年も前のことだ。いくら男性が苦手にしても、晴人のことを引き摺りすぎだろう。

「お前、清香……？」

　かけられた声にハッとする。

　恐る恐る顔を上げると、そこには昔とそう変わらない端正な男の顔があった。

「晴人……さん」

　驚愕に発した声は弱々しく震えていた。けれど直後、やはり彼に感じるのは怒りだと知る。何年経っても、忘れることなどできない。

　いつとはハッキリしないが、梨香と晴人は大学卒業前には別れてしまったようだった。

　彼が急に市村家に来なくなった時期と同じかはわからないが、社会人になって梨香が別の人と付きあっていると知り、二人が別れたことを知った。

　それでも、当時は梨香のことが好きで付きあっていたはずだ。それなのに清香に欲情できる意味がわからなかったし、わかりたくもなかった。

「久しぶりだな」

「……そうですね」

　清香は震えそうになる唇にキュッと力を入れて、晴人の顔を見ずに淡々と告げた。これ以上話しかけないでというオーラを隠さずに。

　彼と話す気もなければ、あの頃のように仲良くする気もない。

　彼女が欲しくてこんなところに来ているのだろうから、ほかの女性とよろしくやっていればいい。

　ふと、視界に埋もれていた綾香を見れば、いつの間にかその姿はなくなっていた。どこへ、と店内を見回すと、誰かと連れ立って店を出ていくところだ。

（まったく……綾香お姉ちゃんってば！）

　テンションは高かったが、酒に強い綾香はあの程度では酔っていないはずだ。それにもう二十八歳の大人だ。自分の責任は自分で取れるだろう。

（なら、私も帰っていいよね）

　会費だけは綾香が払ってくれていると言っていた。話の輪にも入っていないのだから、このままそっと店を出たところで問題はないだろう。

　ほかのメンバーは、二人で仲良く消えた綾香たちの話題で持ちきりだった。その隙にと鞄を手に立ち上がり、席を離れる。

　洗面所に立ったとでも思っているのか、誰にも声をかけられずに店を出られたことに安堵し、清香は逃げるように駅へと向かった。

　晴人の顔を二度見ることはできなかった。

　清香に話すつもりがないと知り、彼はどう思っただろう。苛立っただろうか。昔あんなに可愛がってやったのに、それくらいは思ったかもしれない。

（どうせ……もう二度と会わない人だし……）

　それなのに、あの場を上手く躱すことさえできなかった。

　彼だって、元恋人の妹と積極的に関わりたいとは思わないはずだ。お互いに大人なのだから、適当にその場限りの話をすればよかったのに。

（あれじゃあ……意識してますって言ってるみたい）

　忘れられないのは本当だ。自分だけがどうしたって過去のことを水に流せないでいる。彼はきっと、あんなことすっかり忘れているだろうに。

　彼にとってはたかがキスだ。

　おそらく手慣れているだろうし、もしかしたら誰に対してもあんな感じだったのかもしれない。

　けれど、清香にとってはファーストキスだった。

　誰かに抱きしめられたのも、キスも、初めてだったのだ。

　晴人に憧憬のような想いを抱いていたから、よけいに失望は大きかった。

　大好きな姉と幸せになってほしかったし、結婚すれば自分の義兄になると勝手に夢を描いていた。

　彼のような素敵な人と恋人になれる姉が羨ましかった。男性は苦手なのに、もしかしたら自分にも晴人のような相手が現れればと思うこともあった。

　それを彼はすべて台無しにした。清香の気持ちを踏みにじって。

　駅へ向かって急ぎ足で歩いていると、突然後ろから手を掴まれた。

「可愛いね～。これからどう？　みんなで飲みにいこうって言ってるんだけど」

「やめてっ、けっこうです！」

　酔った男の力は強く、振り払うこともできない。

「気が強いな。そう邪険にしないでさ。いいじゃん、ほら……けっこういい男だよ、俺」

「放してって言ってるでしょ？」

「え～ダメ？　別にちょっとくらい、付きあってくれてもいいでしょ？　土曜日のこんな時間に一人ってことは、彼氏とかいないんじゃないの？」

「あなたには関係ない……っ」

　掴まれた腕が痛む。不機嫌を露わに睨んでも、酔った男に効果はなかった。

「腕を放せ。痛がってる」

　その声に、晴人が追いかけてきたことを悟った。

（会いたくないから……逃げたのに……っ）

　睨むように晴人へ視線を向けると、彼は怒気を孕んだ目で男を見ていた。

　そういえば、昔インターフォンを確認せずにドアを開けて怒られたことがあったな、とどうでもいい記憶が蘇ってくる。その時以上に、彼は苛立ちを露わにして立っていた。

「彼女を放せと言ってるんだ。聞こえないのか？」

「あ、ああっ……ごめんね」

　ようやく男の手から解放されたことに、清香は安堵の息を漏らした。

「で、彼女に何の用だ？」

「い、いやっ……何でも」

　男が去った後、晴人は案じるような視線で振り返って清香を見つめてくる。

「大丈夫か……？」

　彼の声に反応するように、自分の中で冷めない怒りが湧き上がってくるのを感じる。

　思わず清香が晴人と距離を取ろうと一歩後ずさると、背後を歩いていた人にぶつかりふらりと身体が揺れた。

「危ない……っ」

「さっ、触らないでっ！」

　思わず、彼の手を思い切り叩いてしまう。

　普段、暴力は何があってもいけません、だなんて言っている自分が、晴人に手をあげてしまったことが、きまりが悪くて堪らない。

　小さな声で「ごめんなさい」と告げれば、晴人は聞こえているのかいないのか、黙ったままだった。清香が振り払った彼の手は、宙をかきぶらりと垂れ下がった。

　清香は人がいないのを確認して舗道の端に寄り、晴人から離れた。晴人はその距離を保ったまま、清香と同じように端に寄る。

　晴人はひどくショックを受けたような顔をしていた。そのことにも苛立ちが募る。彼に傷つく権利はない。

「清香……」

「名前を呼ばないで。助けてくれたのは、ありがとう。でももう、関係ないから」

　清香の言葉をどう受け止めているのか。晴人はしばらく黙ったままだった。

　彼の次の言葉を待つ道理などない。早く帰りたいと踵を返そうとすると、察した彼が慌てたように口を開いた。とても昔の自信に溢れていた晴人とは似ても似つかない覇気のない表情で。

「俺は、ずっとあの時のことを謝りたかったんだ。悪かった……聞きたくないかもしれないけど」

「ほんとに聞きたくない」

　昔とそう外見は変わっていないが、中身は別人のようだ。

　どんな時でも自信に満ち溢れていた彼の顔に、弱々しい笑みが浮かぶ。謝っているのに許せない自分が悪い気がしてきて、彼の憔悴した顔を見ると胸が痛む。

　清香は思わず目を逸らして、目の前を通り過ぎていく人々に視線を移した。

「私、もう帰……」

「俺はずっとお前のことが好きだったから……っ」

　振り絞るような声だった。語尾は震えていて、とても先ほど怒気を漲らせていた男と同一人物とは思えない。

　晴人の言葉に唖然とする。彼が清香を好きだったなんてあり得ない。

　だって、あの頃晴人は、清香の姉と恋人同士だったのだから。

（私を……好きだった……っ？　ずっとって、そんな失礼な話あるっ？　お姉ちゃんに失礼だと思わないわけ？）

「今でも……好きなんだ。何年経っても、お前のことが忘れられなかった」

　必死に言い募る晴人の様子はとても嘘をついているようには見えなかったが、それがよけいに清香を混乱させた。

「何、言ってるの……」

「俺のこと、やっぱり許せないか……？」

　愁いを帯びた目で見つめられて、恐る恐るといった声で問いかけられる。清香が頷くと、彼は「そうだよな」とため息と共に吐きだした。

（どういうこと……？）

　晴人はもうとっくに忘れていると思っていた。七年も前の出来事だし、彼はあの後一度も家に来なかったから。

（悪いと思ってるなら……あの時、どうしてすぐ謝りにこなかったわけっ？）

　七年も経って、偶然合コンで顔を合わせたところで「悪かった」と言われても、彼の気持ちが真意であると思うはずがない。

「許せないに決まってる。ショックだった。あなたのせいで男性がもっと苦手になったくらい。男の人と話したくないし、触れられたくない。好きだなんて言われても、理解できないし受け止められない！」

　清香の言葉に衝撃を受けているのか、晴人は双眸を見開いた。

　彼にされたことを考えると、いまだ頭が沸騰しそうなほど熱くなる。

　もともと自分に潔癖な気があるのは自覚している。だから彼への失望が、男性への不信に変わったのも仕方のないことだった。あんな思いをするくらいなら、ずっと一人でいい。恋人なんていらないし、結婚もしたくない。

　幸い実家は持ち家だし、女だらけの三姉妹だ。

　上二人が嫁に行ったら、母と二人で家を守っていくつもりだ。

　六十歳までは働き、それからの生活のために貯蓄だけはしっかりして、健康的な生活を心がける。

「私は一人でいいの。もう帰る」

　そう告げて今度こそ晴人に背を向ける。今夜のことは夢だったとでも思おう。

　こんな偶然、二度はないだろう。たぶん、彼を忘れることなどできないが、思い出すこともしたくはない。

　清香はチリチリと痛む胸にそっと手を当てて、歩みを進める。

「清香っ！」

「……っ」

　晴人に背後から腕を取られて、ギュッと心臓が鷲掴みにされたかのように苦しくなる。叫びだしたくなるくらい、清香は動揺していた。

　お願いだから、心を乱すのはやめてほしい。壊れてしまいそうなほど心臓が速く音を立てて、冷や汗が背中を伝った。

　酔っ払いの男に掴まれていた時よりも強く掴まれた腕は、きっと赤くなっているだろう。

（触られたくないって言ってるのにっ）

　放して、と手を振り上げても、彼の腕から逃れることは叶わなかった。

「俺が責任を取るから」

「はっ？」

「このまま終わりたくないんだ。一人でいいなんて言うなよ。俺が、お前をそうしてしまった責任を取る。だから時間をくれないか？」

　彼の言葉の意味がわからない。もう近づかないでほしいと言っているのを理解できない人ではないはずなのに、どうしてだか執拗に清香に関わろうとしてくる。

「触らないで」

　彼を真っ直ぐに睨みつけながら告げた。

　清香の言葉に我に返ったのか、晴人が手を放した。その隙を逃さず、清香は一目散に駆けだした。

「清香っ！」

　追いかけてくるかもしれないと思ったけれど、こんなに真剣に走ったのは何年ぶりかと思うほど必死で走り続ける。人混みに紛れてしまえば、彼を撒くのも簡単だった。

　息を切らしながら走り続けると、いつの間にか駅の改札の前にいた。背後を振り返ることなく、清香はちょうどホームに着いたばかりの電車に乗った。

（いったい……何なのよ……っ）

　もし彼が本当に清香を追いかけてくるなら実家の場所も知られているし、逃げたところで意味はないのだが、もう一秒たりとも晴人の前にいたくはなかったのだ。

　どうして放っておいてくれないのだろう。

　姉たち二人も、晴人も──。

　一人でいいと言っているのに。










　清香が家に着くと、綾香は想像通りまだ帰っていないようで、玄関には母と梨香の靴だけが置いてあった。

　いつもは必ずリビングに顔を出してから部屋に行くが、今日ばかりはとても話をする気分ではない。

　リビングのガラスドア越しに小さく「ただいま」と声をかけ、二階へと続く階段を上がった。

　自室に入りベッドに倒れ込むと、今日の出来事が走馬灯のように頭の中を巡る。

　晴人のことなど考えたくはないのに、まさかの再会で頭がいっぱいいっぱいになっていて、考えることを拒絶するかのようにギュッと目を瞑ったところで眠気はやってこない。

　清香、と昔と同じように名前を呼んだ晴人の声を思い出しては苛つき、腕を掴んだ彼の手の温度を思い出してはまた苛つく。楽しかった高校時代の出来事と一緒にフラッシュバックするのだから厄介だ。

（あの時、キスしたのも……私のことが好きだったからって言うの？　そんなの冗談じゃない……っ）

　好きだと言った彼の言葉が真実だとしても、まずは梨香と別れてから告白をする、それがセオリーであったはずだ。

　何も言わずに突然廊下で抱きしめられ、キスをされ、俺のものにしたいとか、俺が濡らしてやりたいとか、それこそハラスメントに近いことをされた。

　晴人と家族になりたいとまで考えていたのに。そんな風に裏切られた。

（梨香お姉ちゃんと別れた後告白されたって……付きあうわけないけど）

　何が悲しくて姉の元恋人と付きあわなければならないのか。

　そもそも、恋人が欲しいとも思っていない清香としては考えるだけ無駄だ。

　まったく眠れず寝返りを打ちながらグルグルとそんなことばかり考えていたら、あっという間に夜が明けてしまった。

　風呂にも入っていないし、化粧をした顔がベタついて気持ちが悪い。

「まだお母さんも起きてないだろうし、お風呂入ろ」

　幸い盆休みはまだ始まったばかりだ。こんな生活をしていたら休み明けが辛い。

　もう考えることはやめて、いつもの生活に戻りたいのに、昨夜のことが幾度となく思い起こされてしまう。

　三十八度のぬるめのシャワーを浴びて、いつもより念入りにクレンジングと洗顔をする。十代の頃とは違い、化粧をしたまま一夜を明かせるほど若くはない。

　洗面所の鏡に映る自分の姿は、二十五歳の自分だ。

（晴人さんだって……もう二十九歳、か……）

　七年前も精悍な顔立ちをしていたが、さらに貫禄がプラスされていた。今の彼には、大学生の頃よく着ていたスポーツメーカーのシャツもスニーカーも似合わないだろう。

　それだけ長い時間が経ったということだ。それなのに晴人は「ずっとあの時のことを謝りたかった」と言っていた。

（忘れてなかった……じゃあ、どうして……すぐ謝りに来なかったのよ）

　髪を乾かして部屋に戻ると、シャワーのおかげかようやく眠気がやってきた。苛立ちを抱えたままベッドに横になる。ふわっとあくびが漏れて、ひんやりと冷たいシーツが心地いい。

　今日は絶対晴人の夢を見そうだと思いながらいやいや眠りについたのに、なぜか夢の中に彼は出てこなかった。

　夢の中ですら思い通りにならない。

　振り回される。そんなのは御免だ。










　清香が目を覚ますと、時計の針は十一時を指していた。

　やたら暑いとは思ったが、夏の日差しがカーテンを閉めていない部屋に燦々と降りそそいでいる。

　まだどんよりと頭が重かったが、そろそろ起きないと今日の夜も眠れなくなってしまう。のそのそとベッドから身体を起こして、休みの日にしか着ないワンピースに袖を通した。

　腰の切り替え部分には細めのリボンがついていて、トップス部分は黒、下はベージュピンクのフレアスカートになっている。

　仕事着は幼稚園から支給されているＴシャツにジャージ、スニーカーだ。スカートで子ども三十人の世話はできない。

　園にはロッカールームがなく、だいたいの職員はその格好で通勤していて、清香もそのまま自転車で通っていた。皆、新入社員の頃は頑張るのだ。清香も最初の頃は園のトイレでこそこそ毎日着替えていた。けれど半年もすればそれも面倒になる。今となってはダサいという感覚すらない。

　朝が早いため二人の姉たちに通勤服を見られることはないが、同じ時間に起きる母は清香の格好を見てよくため息を溢していた。

（どうせ、そんな格好ばかりだから彼氏ができないとかそういうことだろうけど）

　可愛い格好が嫌いなはずはない。けれど、ジャージは制服のようなものだ。

　だから休みの日は普段着られない服を着るチャンスだった。おしゃれをすると、落ち込んでいた気持ちも多少は上がる。化粧をして、肩までの髪をきちんと梳かして、ハーフアップにして上で巻いて留めた。

（うん……いいんじゃない？）

　姿見の前でクルリと回って、清香は満足げに頷く。

　大人っぽすぎず、子どもすぎず。予定があるわけではないが、せっかくおしゃれしたのだから買い物にでも行こうか、という気分になる。

　清香が部屋を出ようとすると、ベッドの上に置いたままだったスマートフォンが振動して着信を知らせた。

（誰だろう……）

　知らない携帯番号が画面に表示されていた。まさか昨夜飲み過ぎた綾香に何かあったのではと嫌な予感が過ぎり慌てて電話に出るが、すぐさま自分の行動を後悔することになった。

『清香？　俺』

「俺？　どちらさまですか？」

　彼の声がわからないはずはなかったけれど、あえてそう告げたのは致し方ない。

　せっかく少しは持ち直した気分が台無しだ。けれど晴人は、律儀に「豊宮です」と名前を名乗った。

「あ、そう」

『清香……っ、待って、切るなよ』

　晴人は切羽詰まった声で切るな、と言ってくるが、どうせ清香が切ったところでまたかけてくるのだろう。

　何か用があるのなら一度で済ませてしまいたい。

「どうして電話番号知ってるの？」

『梨香から聞いた』

「梨香お姉ちゃんから……？」

　どういうことだ。ますます理解が及ばない。

　もちろん彼もだが、妹の番号を元恋人に教える姉も姉だ。

「で、いったい何の用？　もう謝る言葉は聞きたくないんだけど」

『昨夜言っただろう？　責任を取りたいと』

「責任って、どうやって」

『今日時間あるならちょっと出てこないか？　一時に昨日の駅で待ち合わせしよう』

「行くわけないでしょ！」

『来るまで待ってる。話がしたいんだ……清香、頼む』

　強引なのか下手に出てるのかわかりにくい人だ。

　断ろうと思っているのに、電話越しにでもわかるほど弱々しく嘆願されてしまったら、こちらの方が悪い気にさせられるではないか。

「行かないから……っ」

　荒く息を吐きだしながら電話を切ると、胸の中に重苦しい感情がのしかかってくる。来るまで待っていると言った彼の言葉が気にかかって仕方がない。

　話を聞いてどうなる。責任を取ると言うのなら、このまま近づかないでいてくれるのが一番いいのに。

「今更謝るくらいなら……キスなんてしなきゃよかったじゃん」

　もう七年も経っているのに、昨日のことのように思い出してしまう。柔らかく触れた晴人の唇はしっとりと湿っていて熱かった。

　頭の中の映像が現在の彼の顔に置き換わっていて、やたらと鮮やかだ。あまりのリアルさに頬が熱くなる。ふに、と己の唇に触れてみれば、別に何も感じはしないのに。

　七年前のあの時は、全身の感覚がまるで自分のものではないような気がして怖かった。

「私は、買い物に行くんだから……っ」

　清香がリビングへと下りると、梨香と母がリビングでコーヒーを飲みながら話をしているところだった。

「おはよう清香。もうすぐ昼よ？　あら、出かけるの？」

「ちょっと買い物行こうかなって」

　母と話をしていると、梨香が朝食の残りを清香のためにテーブルに並べてくれた。

「梨香お姉ちゃん……」

「なに？」

「あのさ……あの」

　梨香に、どうして晴人に連絡先を教えたのかと聞きたい気持ちはあったが、自分から晴人の話題を出すのには抵抗があった。

（連絡したくらいだから……昨日、偶然会ったことはさすがに知ってるよね……？）

　綾香だってあの場にいたのだしと考えて、ふと晴人が店に来たのは、綾香と行き違いであったことに気づいた。

　でなければ、綾香だって晴人の顔を知っているのだから、家で話が出ないはずはない。

（でも梨香お姉ちゃんなら、電話番号教えたからねくらいは私に言いそうだけど……）

　ただ忘れているだけだろうか。

　七年前二人にあった出来事を梨香は知らない。

　梨香にだけは絶対に知られたくはなかった。もう過去のことにせよ、自分の恋人が妹にちょっかいをかけていたなんて気分が悪いだろう。

「ううん、ご飯ありがとう。いただきます」

「変な子ね」

　清香は誤魔化すように、朝食を急いで食べ進めた。

　そしてソファーでぐったりと倒れ込んでいる綾香は、昨夜のテンションはどこへ行ったのかと思うくらいグロッキーだ。綾香を心配したせいで晴人からの電話に出る羽目になったのだ、文句の一つも言ってやりたいのに。

「綾香お姉ちゃん、いつ帰ってきたの？」

「終電くらいかな。また飲み過ぎたみたいよ」

「結婚したいって言うわりには、お酒ばっかり呑んでるんだから」

　そんなんだから恋人できないのよ──と口を開きかけるが、言葉には出さなかった。そんなことを言えば「あんたに言われたくない」と返ってくるのが目に見えてわかっている。

「で、清香は昨日どうだったの？　けっこう早く帰ってきてたけど。いい人いなかった？」

　せっかく口を噤んだのに、別のところから飛び火した。

　しかし梨香の話し方から、昨夜の飲み会に晴人がいたことを知っているようには感じなかった。

「うん……別に」

「そっか、ダメだったか」

　ひょいと肩を竦める梨香にさして残念そうでもなく告げられた。

　ご馳走さまと手を合わせて食器を片づけると、時刻は十二時を回っていた。そろそろ家を出なければ間に合わない、そんな風に考えてしまう自分が嫌だ。

（違う……っ、買い物に行きたいだけだから）

　鞄を掴んで立ち上がると、梨香と母が「いってらっしゃい」と口々に言った。

　複雑な思いで家を出て駅に向かうが、その足取りは重い。

　電車に乗って駅に着いた時には、待ち合わせの一時を過ぎていた。そろりと改札口を覗くと、遠目にも高い身長の男が柱を背にして一人立っているのがわかって、清香は深くため息をついた。

（ほんとに、待ってるし……）

　仕事は休みなのか、昨夜会った時のようにスーツ姿ではなかったが、清潔そうな白のワイシャツに黒のパンツスタイルは、足が長く体躯のいい晴人によく似合っている。

　どうして来てしまったのかと後悔しても遅い。待っているとわかっていて、知らないふりをして帰ることができる性格だったらよかったのに。

　どうしても改札を出ることができないでいると、晴人が立っている場所に数人の女性が近づいていく。連絡先を交換しないかと持ちかけられているのか、それとも一緒に遊ばないかと誘われているのかはわからないが、三人いる女性たちは頬を染めて晴人を囲むようにして立っていた。

　しかし、とうの晴人はまったく女性たちを相手にすることなく言葉をかけられても取りつく島もない様子だ。しばらくして何の反応もないことに女性たちが呆れた様子を見せて離れていった。

　そしてふたたび彼が一人になると、ふっと視線が動いて、十メートル以上離れた場所にいる清香を捉えた。

　仕方なく晴人が待つ場所へ歩みを進めると、清香が近づいていっただけで彼の顔には満面の笑みが浮かんだ。

（どうして……そんな顔して私を見るの……）

　晴人の顔を見るだけで心が騒つく。

　苛立ちばかりのはずなのに、昔の憧れていた頃の感情まで蘇ってきて、堪らない気持ちになった。

「来てくれると思った」

「本当は……来るつもりなんて、なかった」

　そんな風に嬉しそうに言われても応えられない。

　喧騒の中でも声が聞こえるギリギリの範囲、人一人分の距離を空けて見上げると、晴人は清香の言葉に苛立った様子もなく嬉しそうに頬を緩ませていた。

「ああ、わかってる。でも……待ってるって言われてそのまま放っておけるタイプじゃないもんな。汚いやり方して悪かった」

「わかってるんだったら、もうしないで」

「するよ。お前に会いたいんだ。何度だってズルい真似するよ。それでもっと嫌われたとしても……もう抑えられない」

「私、やっぱり帰る……」

　自分たちの話には最終的に行き着く場所がない。

　会いたいと言われても、清香は会いたくないし、好きだと言われても、清香は好きではない。

　相容れないのなら、互いにどうすることもできないだろう。

「待って。今日清香を呼んだのは、ちょっと頼みたいこともあったからなんだ」

　そう言って彼は、パンツのポケットの中から何かチケットのような物を取りだすと、清香に渡してきた。

「取引先にもらった映画のチケットなんだけど、プラチナルームなんだ。さすがに一人で個室は痛すぎるし、来週仕事で会うことになっているから、映画を観ていなかったら申し訳が立たないだろう？　映画館なら俺と二人きりではないし、ダメか？」

　プラチナチケットはカップルシートよりも広い、個室のようなスタイルで映画が観られるとネットで見たことがあった。バルコニーに設置されていて周りから見られる心配もないため、かなり金額的には高いはずだが人気らしい。

「これ……」

　渡されたチケットを見ると、昔から清香が大好きだった洋画のシリーズ物の名前が印字されていた。シリーズ３の上映が始まったのは知っていたが、なかなか都合がつかずまだ観ていない。まさに今日、買い物をしてもし時間が空いたら観ようかと思っていたのだ。

「昔、好きだって言ってたから」

　チケットを取引先からもらったなんて、絶対に嘘だ。

　昨夜、偶然清香に会って、偶然清香の好きな映画のチケットを持っていたから誘った、なんて。そう何度も偶然が続くなんてあり得ない。

（もしかして……映画なら、私を誘えるって思ったの？）

　七年も前に話したことをずっと覚えていたのだろうか。他愛もない会話の一つだったのに。

「映画、だけなら」

　晴人の目を見ることができずに告げると、息遣いだけで彼が笑ったのがわかって、無性に恥ずかしくなる。

「手を繋ぐの嫌だろ？　はぐれるといけないから、ここ持ってて」

　ほら、とシャツの袖を指差されるが、子どもでもあるまいしはぐれるはずがない。胡乱うろんな目を向けて彼を見つめると、また愁いに満ちた表情を浮かべられてしまう。

　何というか、クラスによくいる泣き真似をして同情を買うような、そんな子どもを見ている気分になる。騙されないぞと思っているのに、つい絆されて許してしまう、そんな感じだ。

「わかった……」

　べつに手を繋ぐわけではないし、と自分を納得させて彼の長袖シャツを掴んだ。歩くスピードはゆっくりなのに、歩くたびに手と手が触れあって、面映いような気持ちにさせられる。

　男性とこんな風に歩くことなど一生ないと思っていた。ましてや、晴人と映画を観にいくなんて。

（早く、映画館についてよ……）

　こうして歩いていると、昔に戻ったような気にさせられてしまうから──。










「ここ……映画館？」

　複合型施設内にある映画館は一、二階がショッピングフロア、三階より上に映画館フロアがあるようだ。

　晴人の後をただついて歩いてしまっていたが、一階からエレベーターに乗って降りた先は、とても映画館とは思えない豪奢な光景が広がっていた。

　部屋がいくつかあり、中央の広いスペースには何台ものソファーとテーブルが置かれていて、明るい喫茶店といった雰囲気だ。

　入り口で待っていると、黒服を着たスタッフが清香たちを部屋まで案内してくれた。

「映画が始まるまでウェイティングルームで待てるらしい」

「ふぅん」

　案内されたウェイティングルームは完全に個室になっていた。

　そう広くはないものの、二人用ソファーとテーブルが置かれていて、豪華なカラオケボックスのようだ。

　物珍しげに部屋を見回しているとノックの音が聞こえて、スタッフが恭しく頭を下げて室内に入ってきた。

　ドリンクやフードもついているらしく、ウェルカムドリンクを聞いてくる。

　メニューを見るとアルコールもあったが、さすがに昼間からという思いもありトロピカルティーを頼むと、晴人も同じものをと言った。

　音楽はかかっているものの、話すこともなく手持ち無沙汰で、つい助けを求めるようにドアの方ばかりを見てしまう。

　ようやくスタッフがドリンクを運んでくると、清香はすぐさま手に取った。しかし味をまったく感じることができない。

　それは隣にいる男のせいであることは間違いないのだが、映画にまで来ておいてここで不躾な態度を取るわけにもいかず、清香は困惑していた。

　晴人に対して、どう接していいかわからないのだ。

「映画まで一時間ある。ちょっと話をしないか？」

　晴人がそう切り出してくれたことに安堵するが、どうせ話というのは七年前のことだろう。

　何度謝られたところで、晴人が自分の恋人の妹に手を出そうとした事実は変わらない。彼は清香に許されてすべてを忘れたいのかもしれないが、晴人に謝られたところで清香の気が晴れることはないのだ。

「うん……」

「昨夜俺が言ったことは嘘じゃない。言い訳もしない。ただ、お前への気持ちが抑えられなかった」

「梨香お姉ちゃんと付きあってたのに？」

　吐き捨てるように告げると、晴人の目が驚愕に見開かれる。

「梨香と付きあったことはない。むしろ俺がお前に会いたいから、梨香と友人なのを利用して家に上がらせてもらってただけだ」

「う、そ……」

　今度は清香が驚く番だった。

（付きあって、なかった……？）

　二人の雰囲気は恋人同士のそれではなかったか──思い出そうとしても、頭の中にあるのはどれも晴人と自分の思い出ばかりで、そこに梨香が出てこない。

　しかも恋人同士の雰囲気がどういったものか、誰とも付きあったことのない清香には難しすぎた。

　ただ、家に来るたびに「梨香さんはいますか？」晴人はそう言っていたから。梨香と仲が良さそうに話をしていたから。当然付きあっているものだとばかり思っていた。

（私に……会いに来てたの……？）

　だから、梨香が出かけている時も来ていたのかと今更納得するとともに、清香の胸に不思議な安堵感が広がっていく。

　どうしてだろう。

（梨香お姉ちゃんと晴人さんが付きあっていなくてよかった……なんて）

　二人が結婚して家族になってくれたら嬉しいとまで考えていたのに。

「お前に無理やりキスして、すぐに謝りたかったけど、あの後、親父が死んで会社を継ぐことになった。何とか大学は卒業したが忙しくて……」

「お父さんが……」

　話には聞いていた。晴人の父親はわりと大きな会社を経営していて、晴人に跡を継がせたがっていたことを。けれど、晴人は跡を継ぐつもりはないと言っていたのを思い出す。

「就職、内定……決まってたんじゃなかったの？」

「よく覚えてるな。迷ったが内定は辞退したよ。それで流されて経営に携わってみたけど、もう最初はてんで使い物にならなかった。親父は良くも悪くもワンマンだったから反発も多かったんだ。でも、いざ自分が経営者の立場に立ってみると理解できることの方が多くて……いろいろ考えさせられたよ。時間はかなりかかったけどようやく事業も落ち着いて、お前に会うことができた」

「そうなんだ……」

　初めて聞く話をどう受け止めていいかわからなかった。

　大学卒業間近とはいえ、急に父親の会社を継ぐことになり、清香にかまけている時間などなく大変な日々だったのは間違いない。

　あの日のまま時間が止まってしまったのは清香だけだ。勝手に晴人を恨んで憎んで、悪者にすることで心の安定を保ってきた。

（私は、どうすればいいんだろう……）

「でも、忙しかった、は言い訳だ。本当は……お前に会うのが怖かった。どんな顔して会っていいかもわからなかった。だから、やり直しさせてくれないか？　もし、あの頃の気持ちが少しでも残ってるなら」

「あの頃の、気持ち……？」

　高校生の頃、晴人に抱いていた感情は憧れだった。

　この人が梨香と結婚し義理の兄になってくれたら、もっと一緒にいられるのにとも思った。晴人と過ごす時間は清香にとっては宝物のように大切な時間だったのだ。

「清香に恋愛的な意味で好かれてると思っていたのは……俺の気のせいか？」

「……っ」

　晴人の手が伸びてきて、清香の顎に触れる。俯きがちだった顔を持ち上げられて、間近で晴人の瞳を覗き込むことになった。

　目を逸らしたいのに、心を見透かすような綺麗な瞳に見つめられて、身体が硬直したように動かない。

　男性に触れられるのは苦手だ。それなのに、どうしてか晴人に触れられていると、嫌悪はなく自分でも理解できない感情が芽生えてくる。

　気持ちが落ち着かず、彼の指先が触れる場所からジワッと温かい熱が広がっていくような感覚に捉われる。

「あの頃のお前は……好きだって感情を隠そうともせずに俺に懐いてきただろ。それは俺の自惚れか？　少しも、そういう感情はなかったか？」

「そういう感情って……」

　恋愛をしたことがない清香には恋をする、という感覚が理解できない。戸惑ったような視線で返すと、晴人の瞳が複雑そうに揺れた。

「せめて高校卒業するまで待てって自分に言い聞かせていても焦って、俺は……お前を好きな気持ちが止められなかった」

　当時、晴人の父親が入院していたこと、余命を伝えられ家を継ぐ決断を迫られていたことを明かされる。

「本当に……お姉ちゃんと付きあってなかったの？」

「ああ、誓って」

「ちょっと待って……私、今混乱してる」

　嘘のない愛情を伝えられて、晴人に対して抱いていた憎しみや、失望といった感情が消化されていく。ただ、好きかどうかと言われると、自分の気持ちはあやふやだ。

「あの頃……梨香お姉ちゃんと結婚したら、私の義理のお兄さんになるんだとか、勝手に浮かれて嬉しくなってたから……キスされた時、動揺してパニックになって……」

「俺は……結婚するならお前がいい」

　晴人の指先が唇に移り、そっと膨らみをなぞった。まるで何かを期待するかのように、胸の鼓動がうるさく鳴り響く。

　反対側の手を取られて、指先が絡まる。緊張しているのか晴人の指先はひどく冷たく、かすかに震えていた。

「俺を拒まないでくれ。手を繋ぐところからでもいいから……責任、取らせろ」

「晴人さん……」

　指同士が絡まり、互いの熱が混じり合うような感覚に陶然としてしまう。晴人に触れられていると、不快に思うどころか心地よさまで感じてしまって、そんな自分に驚くばかりだ。

　このままでは何かがまずいという予感のようなものがあって、清香がソファーの上で後ずさると、その分晴人に距離を詰められてしまう。

「お前の口から、嫌いって……顔も見たくないって言われて、死ぬかと思った」

「そ、そんなことで死なないでしょ」

「いや、死ぬよ。お前がいなきゃダメ」

　唇をなぞられているだけなのに、頬が熱くて堪らなくなる。身体中の熱が唇に集まってしまったみたいで、もうどうしようもなく心が沸き立ってしまっている。

「ほら、その顔」

「え……？」

「昔もそんな顔してた。俺のこと好きで堪らない。キスしてほしいって顔」

　クッと顎を持ち上げられて、室内に飾られた鏡へと顔を向けられる。鏡の中に映った自分の姿に息を呑んだ。

　鏡の中の清香は、唇を半開きにして、蕩けたように目を潤ませている。鏡に映る自分が自分だとは到底思えないほど妖艶な色香を放っていた。

（昔から、こんな顔って……嘘……っ）

　ずっと晴人の前で、こんな顔をしていたというのだろうか。

　欲情したような、女の顔を彼に向けていた？

「清香。キス、していい？」

　無意識に清香が息を吐きだすと、ゆっくりと晴人の顔が近づいてくる。

　唇と唇が触れそうなほど近くなって、清香は自然に目を閉じていた。

「……っ」
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　すると、シンとした室内に突然ノックの音が響き、清香は肩を震え上がらせた。晴人と距離を取って居住まいを正すと「お時間十分前です」と外から声がかけられる。

　映画を観にきたことも、人が来るかもしれないことも頭になかった。

（わ、私、キス、してもいいって……思ってた……っ？）

　恐る恐る晴人を見上げると、彼は肩を竦めて「残念」と呟いた。自分も同じ気持ちであることに愕然とする。

「行こうか。手は繋いでもいいか？」

「あ……う、うん」

　差しだされた手のひらを掴むと、彼の指先が冷たく感じる。

　清香の手のひらの方がずっと熱くなっているのかもしれない。










　バルコニー席にあるプラチナルームは、本当に個室のような造りだった。

　六畳くらいの広さがあり、すぐ後ろには何台ものスピーカーが設置されている。重厚感のあるソファーの前にはオットマンが置かれていて、まるで部屋にいるかのようだ。

　階下には一般客の座席が並んでいるものの、下からではバルコニー席の中までは見えないのか、頭上を仰ぎ見る人はいなかった。

　清香がソファーに腰かけると、晴人も隣に腰を下ろす。

　すぐに会場は暗くなり映画が始まった。肩と肩が触れる距離に晴人の身体があって、何気なく太い腕が腰に回ってくる。それだけで清香の心臓は壊れてしまいそうなほど音を響かせて、正直映画どころではなかった。

　けれど、退屈な予告が終わりいざ本編が始まってしまえば、清香は映画の世界にのめり込んでいく。

　アクションシーンにハラハラしたり、恋愛物語にドキドキしたり、思っていた以上に楽しめた。

「おもしろかったか？」

　エンドロールが流れ始めると、晴人が耳を寄せて聞いてくる。

　プラチナルームは多少話していても声は周囲には届かず、迷惑にはならないところもいい。

「うん……すごく。連れてきてくれてありがとう」

「どういたしまして」

　晴人の唇が掠めるように、清香の唇を奪う。

　触れるだけのそれは、正直キスと言えるかどうかも怪しいものであったが、チュッとかすかな水音を立てて離れていった唇に清香は声にならない声を上げた。

「……っ！」

「俺は、映画の間、ずっと清香に夢中だった」

　ふたたび唇が近づいてきて、逃げようと思えば逃げられるのに、清香の身体はピクリとも動かなかった。

　かすかな明かりの中、耳に届くのは二人分の吐息だけだ。スピーカーから流れるエンディングテーマも、頭には入ってこない。

「ん……」

　上唇を甘噛みされて、啄むように唇が触れる。

　唇を食みながら、角度を変えて今度は下唇が吸われ甘やかな吐息が漏れると、腰に回された手に身体を引き寄せられた。

「ふ、ぅ……っ」

　腰を抱かれているせいで、彼の胸に己の胸を押しつけるような格好になり、ドクドクと早鐘を打つ心臓の音色が伝わってしまいそうで恥ずかしい。

　固く閉じる唇の隙間が彼の舌先でノックされる。

　息苦しさも相まって口を開けると、彼のぬめった舌に歯列をなぞられて、中心が熱を帯びるような感覚に襲われる。

「はぁ……ん」

　信じられないほど甘い声が清香の口から漏れる。

　自分の発したねだるような声が誰かに聞こえてやしないかと一瞬冷静さを取り戻すものの、ふたたび晴人に与えられる熱に溶かされて、何も考えられなくなっていく。

　ジュッと溢れる唾液ごと飲み干されて、ぬめる舌に口腔内を余すところなく蹂躙される。全身に感じているのは間違いなく悦びだった。

　気持ちがよくて、何かがダメになってしまいそうだ。

　口の中で彷徨う清香の舌が晴人に捕らえられると、絡めるように舐られて、とめどなく聞こえる淫音に頭の芯が痺れてしまう。

　下肢に濡れた感触までしてきて、恥ずかしくて堪らないのに、やめてほしいとは思えない。

「……？」

　突然唇が離され目を開けると、天井のライトがパチパチとつくところだった。目に欲情を迸らせた男が、清香の濡れた唇を手で拭っていた。

「も……か、帰るっ」

　清香が立ち上がると、背後から腕が掴まれて、ふたたびソファーへと戻される。後ろから抱きしめられるような体勢で、耳たぶを軽く噛まれた。

「ん……っ」

「悪い。堪え性ないな、俺」

「い、行かないと」

「下の客が全員出たらでいいだろ？　どうせ、外は混んでる」

　耳の上を柔らかい舌が這い、穴の中に差し挿れられる。

　ピチャリと水音が頭の中心で響く感覚と、肌が粟立つような快感に、清香は艶めかしい声を上げそうになり口元を手のひらで覆った。

「また……電話してもいいか？」

　清香が必死に頷くと、ようやく身体が解放された。

　彼の腕から逃げるように映画館を後にする。彼に掴まれた腕はひどく熱くて、あのまま近くにいたらおかしなことを口走ってしまいそうだった。

（どうしよう……嘘、嘘……）

　彼の前から逃げるのは二度目だ。あの時とはまるで違う気持ちで歩みを進める。

　ジワリと身体が熱くなってくる。夏の高い湿度を含んだ空気が肌に貼りついているのとは違う。身体の芯に温かな炎がポッと灯るような、そんな感じ。

（好き……なんだ）

　まさか、晴人のことを好きになるなんて。

　憧れだと思っていた。梨香と付きあっていると思っていたから。

　好きになった、のではない。

　たぶん、七年前からずっと、清香は晴人のことが好きだったのだ。

















四












　清香の勤める幼稚園は新学期が始まり、地獄のような忙しさだ。

　化粧もせずジャージにＴシャツで、髪はボサボサ、朝から夕刻までトイレに行く時間すらない時もある。夏休み明けの子どもたちの元気っぷりに英気をもらうどころか、奪われているような気さえするハードな日々を過ごしていた。

　保育する子の人数が通常の十分の一以下の夏休み中とは違い、カリキュラムも行わなければならず、時間との戦いだ。十月には運動会もあるため、園庭での練習が始まり全身が砂埃まみれなのに着替えすらできない。

　夏休み明けでどこか浮ついているのは教員だけではなく、子どもたちも同じだ。やれどこに行った、何を買った、とおしゃべりに夢中でなかなかこちらの話を聞いてはくれない。

（はぁ～今日が金曜日でよかった……）

　ようやく十八時半近くになり、預かっている子はいつもギリギリの時間に迎えにくる俊輔しゅんすけ君一人になった。

　まだ業務は終わっていないが、ようやく肩の力が抜ける。

（晴人さん……忙しいって言ってたけど、今週末も帰ってこないのかな）

　あれから二週間が経つが、晴人からは週に何度かメールがあるだけで会うことは叶わなかった。

　晴人の会社は、豊宮製作所というフルオーダーのブランド家具や、店舗の内装デザイン、工事を請け負っている。国内には四店舗ほど支店を構え、全国各地からの依頼のため、出張も多いらしい。

　しばらくは家に帰れないと大変な様子はメールからも伝わってきたが、そんな晴人に自分から会いたいなどと言うことはとてもできず「大変だね」とだけ返していた。

　結局、彼が清香に答えを出せと言わないのをいいことに、晴人との関係はあやふやなままだ。好きだと告げればいいだけなのに、すっかりタイミングを失ってしまった。

　車の音が聞こえて窓から外を見ると、一台の車が園庭に入ってくるのが見える。

　職員は園庭に車を停めることはないから、俊輔君の父親だろう。俊輔君は清香の受け持つクラスの子で、月曜日から金曜日まで預かり保育を利用している。母親は数年前に亡くなっていて、父親は働きながら俊輔君を育てていると聞いた。

「すみませんっ！　遅くなりました！」

　園庭側から大きな声と共にガラスドアが開けられて、ほかに職員がいなかったため清香が対応することになった。

「こんばんは」

　仕事だとわかっているのに、男性を前にすると笑顔が強張るし、無意識に苦手だと思ってしまうのは変わらない。

「俊輔君、お父さん迎えにきたから準備しようか」

「はぁい」

　ほとんど帰りの準備は終わっているため、鞄を持ち、履いている上履きをしまうだけなのだが、まだ四歳の子どもではどうしたって時間がかかる。

　保護者に急かされることも多いため、なるべく本人にやらせる時間をと、教員たちはこの時間を使って、今日の子どもの様子などを話す。

「ええと……今日は、預かりの時間は園庭でお友達と遊んでいました。おやつもしっかり食べています」

「そうですか。俊輔のやつ、清香先生が大好きなので甘えてませんか？」

「いいえ、そんなことは。しっかり話を聞くこともできますし、聡明な子です。お父様がしっかりと子育てしているのがよくわかりますよ」

　引きつったような笑みを浮かべながら清香が言うと、それでも満足そうに父親は相好を崩した。

「ああ、ありがとうございます。必死でやっているつもりですが、いつも迎えも遅くてご迷惑をおかけします」

「いえ、ちゃんと間に合っていますから」

　大幅に遅れるのは園としても困るが、彼は一度も迎えに遅れたことはない。ルールは守らなければならないのは当然だが、一社会人としては残業もせずに毎日帰らなければならないことに苦労もあるだろう。

　とてもいい父親であることはわかるのだが、早く会話を終わりにしたくて、つい子どもの方へと視線を向けてしまう。

「先生、できたよ」

「はい、よくできました。じゃあ、さようならのご挨拶をしましょう」

　俊輔君といつもの帰りの挨拶を済ませて、父親にもさようならと頭を下げると、ようやく肩の力が抜ける。

　しかしなぜか、車に乗ったはずの父親が駆け足で戻ってきて、周りを窺いながら清香に顔を近づけてきた。

　驚いて清香は思わず距離を取るが、父親は気づいている様子もない。赤らんだ顔を向けられて、冷たい汗が額から流れ落ちた。

「あの、もしよかったらなんですけど……今度食事でも」

「いえっ、無理です！　すみません！」

　清香は言葉を被せるように告げた。笑顔を取り繕うことさえできず言葉を発する清香に、瞬時に脈はないと悟ったのか、父親はすぐに引き下がってくれた。

「あ、そうですよね……変なことを言って申し訳ない。忘れてください」

「え、ええ」

　今度こそ父親は車に乗り込むと、園を出て帰っていった。

　疲れているところへ、さらに打撃が加わった感じだ。

　晴人であればどれだけ近づかれても平気だったのに、ほかの男性だと自分のパーソナルスペースに入ってこられることに不快感がある。

　父のことがあり、もともと潔癖気質の清香だ。晴人のことはただのキッカケで、結局は男性が苦手なのは変わらないということだ。

　簡単に教室の掃除を終えて、清香も帰る準備をした。

　幼稚園を出たところでスマートフォンが着信を知らせる。

　表示された名前に、つい咳払いしてしまったのは、一日中声を張り上げているせいで仕事終わりには声が嗄れていることがあるからだ。

「も、もしもし……？」

『清香？　俺』

「あ、うん。あの……仕事終わったの？　お疲れ様」

　電話越しに晴人がふっと笑った声が聞こえた。

　自分の気持ちを自覚してから初めて聞く彼の声に気恥ずかしさがあって、口を衝いて出たのは拗ねたような言葉だった。

「なんで笑うの？」

『いや、悪い。もう、どちらさまですかって聞かないんだなって思っただけ。ちょっと嬉しくてさ』

「あ、あれはっ！　誰だかわかんなかったわけじゃなくて……」

『わかってるよ、でも嬉しい』

　責任を取るとは言っていたけれど、再会してからの晴人は清香に嘘のない想いを伝えようと必死だ。メールでも赤面ものの内容が毎日のように送られてくる。

　ただ、自分の恋心を知った今、どう反応していいのかわからない。腰が砕けるような甘い声で嬉しいなどと囁かれて、喜びはたしかにあるのだけれど。

『清香。これから時間ある？』

「今、仕事終わったばっかりだから、帰ってからなら……」

『知ってる。このまま攫ってもいい？』

「え……？」

　ふと晴人の声が聞こえた気がして顔を上げると、会いたいと思っていた男の姿がすぐそばにあった。

「清香、ただいま」

「は、晴人さんっ！」

　シィッと晴人が人差し指を唇にあてた。

　幼稚園は住宅街の一角に建てられている。幸い理解ある住人のおかげで騒音問題などは起こっていないが、教諭が夜騒いでいたとなれば話は別だろう。

　しまった、と口元に手をあてると、晴人の手が伸びてきて清香の指先を包んでくる。俊輔君の父親に応対していた時と違い、彼の手に触れられて感じるのはたしかな喜びだ。

　七年前のことをすっかり消化できたわけではないが、それ以上に彼を好きな気持ちの方が大きかった。

　それに、会えない時間も晴人のことを考えていたせいか、顔を見て声を聞くと自分の表情さえ繕えない。

　周囲が暗くてよかった。

　きっと今の清香は、彼の言う〝俺のことを好きで堪らないって顔〟をしているだろうから。

「待ちきれなくて、ここまで迎えにきた。悪いけど自転車は幼稚園に置いていって」

「え……っ？」

「車で来てる。このままデートしよう」

「えぇぇっ、私ジャージなんだけどっ！」

　強引な晴人に手を引かれて、幼稚園近くのコインパーキングへと連れていかれた。

　迎えにきてくれたのは嬉しいが、清香は今デートするような格好をしていない。仕事帰りなのか、きっちりとスーツを着こなしている晴人の隣になんてとても立てなかった。

「そのままでも可愛いけどな。じゃあ、服も買いにいこうか」

　助手席のドアが開けられて、慣れない手つきでシートベルトをはめていると、何やら視線を感じる。

　この状況で清香を見つめてくる相手なんて一人しかいないのだが、穴が空くほど見つめられては非常に居心地が悪い。

「なんで、見るの？」

　沈黙に耐えきれずに聞くと、晴人の手にまた指先を捉われる。

　何も言葉を発してはいないのに、会いたかったという想いが伝わってくるようで胸が苦しい。私も──と言えたらいいのに。

「服買いにいく前に、抱きしめていいか？」

「そっ、そんなこと、聞かないでよ」

「もう、怖がらせたくないから」

　清香だって、晴人に会いたかった。会いたくて堪らなかった。

　口には出せないくせに感情を抑えることもできなくて、清香は恐る恐る晴人の腕にそっと手を置いた。

　それを晴人は承諾と取ったのか、強く抱きしめられる。

　髪を梳かれ、頭ごと引き寄せられて、ドキドキしてしまうのと同じくらい、彼の腕の中は安心するのだと気づいた。

　二週間ぶりの彼の匂いに頭がクラクラする。彼の胸元に置いた手を背中に回そうかと迷っていると、ふっと自分の格好に思い至った。

　清香は仕事が終わったばかりで相当汗臭い。髪だって砂まみれでゴワゴワだ。

　思わず胸元で腕を突っ張ると、晴人と距離を取った。

「ま、待ってっ！」

「嫌か？」

　そんな泣きそうな顔をしないでほしい。

　清香は首を横に振り、違うと伝えた。自分から拒絶したくせに、晴人の手が離れていくことに寂しさを覚えるなんて矛盾している。

「……あの、ほら、駐車場精算したら、早く車出さないといけないし」

「ああ、そうだな。とりあえず服でも買いにいこうか」

　晴人は清香の言葉を特に疑うこともなかったのか、車を発進させた。

「仕事は終わったの？」

「いや、明日朝早くにまた出張先に戻る予定だけど、お前に会いたくて俺が限界だった。何年も会わずにいられたのにな。強引なことはしたくないのに抑えられなくて、困らせて悪い」

　晴人の横顔はやはり辛そうで、泣きだしそうで。

　けれど、そんな顔を清香がさせているのかと思えば、どうしてか喜びまであって。

　困っているわけではない。抱きしめられて嬉しかった。

　晴人と同じで、清香だって彼に触れたいのを必死で我慢している。

　清香は俯いたまま、ただ首を横に振った。

　七年間の恨みをぶつけて非難するのは簡単だったのに、自分の気持ちを言葉にすることがこれほどに怖いとは思ってもみなかった。

「なぁ、お前に……嫌われてはいないって思ってもいいか？」

　晴人にそう聞かれて、頷くのが精一杯だった。

　清香が顔を上げると、晴人はハンドルを握ったまま嬉しそうに頬を緩ませていた。

「どうして笑うのよ！」

「ずっと苦しかったから。嫌われてないってだけで、救われた気がする。約束するよ……お前が嫌がることは絶対にしない」

「わかった……」

「大丈夫だったら、そのうち清香から俺に触って。な？」

　クシャクシャと髪をかき混ぜられると、昔の記憶が蘇ってきた。

　おかえりと清香を迎えて、髪を撫でてくる大きな手のひらが好きだった。

「そのうち、ね……」

　ポツリと清香がこぼした言葉は、車のエンジン音にかき消されてしまった。

　聞こえなくてよかったのか、悪かったのか。

　清香は赤くなった頬を誤魔化すように窓の外に視線を向けた。

　素直になれないのは、彼を完全に信じるのが怖いからだ。

　彼が清香を好きでいてくれるのは痛いほどに感じる。それでも、自分から一歩を踏みだすのが怖くて堪らない。

　晴人に連れていかれた先は、若い女性客をターゲットとしたセレクトショップだった。

　通りに面した二階建ての店内は、どこか和の要素を感じさせる空間だった。

　一階は真っ白い壁に木の床、棚も同じ素材の木で造られていてよけいな装飾が一切ない。格子状になっている天井からはアンティーク風のペンダントライトが下がっていた。

　若手デザイナーの服が数多く取り扱われているらしく、カラフルな色合いの服が多いのに、床や棚に木材が使われているからか不思議と一体感がある。

　一階は宝飾品と衣服、二階は家具や雑貨が置かれているのだとショップの店員が教えてくれた。

「あ、可愛い……」

　入り口を入ってすぐ、目立つ場所に飾られていたのは、シフォン素材で作られたラベンダー色のドレスだった。結婚式や二次会、パーティー用だろう。

　目立ちそうだけれど、こんな服を着て晴人とデートができたら、なんてつい考えてしまう。

「着てみろよ。お前は明るい色が似合うから、いいと思う」

　晴人は早速と言わんばかりに、店員に声をかけた。

「え、でも……これドレスだよ」

　何となく雰囲気に呑まれてしまったが、どこに行くかも聞いていない。

　ここはパーティー用のドレスを多く扱っているのか、普段使いできる服はそう多くはないようだ。そんなかしこまった場所に行くのだろうか。

「いいだろ。俺もスーツだし」

　試着室のカーテンを外から閉められて、もう着るしかなくなった。

　鏡に映った自分の姿は、Ｔシャツに下はいつものジャージだ。幼稚園指定なのだから仕方のないことだが、今までこの格好で晴人の隣にいたのかと思うと、恥ずかしさしかない。

（これ、本当に可愛い……）

　ラベンダー色のドレスは着てみるとスカートがふわりと横に広がっていて、腰がより細く見える作りになっていた。腕や首元にレースがあしらわれているため、肌の露出が多い割には優美だ。

　試着室を出ると、ドレスに合わせたかのような真新しいパンプスが置かれていて、足を通すとサイズもピッタリだった。

「よくお似合いですよ～！」

「そうですかね……」

　褒めちぎる店員をよそに、何も言わない晴人が気にかかった。

　似合わないだろうかと彼を仰ぎ見ると、パッと目を逸らされて気分が沈む。

「可愛くて参るな……」

　そして独り言のように呟かれた晴人の声が、ハッキリと清香の耳に届いた。

　鏡に映る自分の頬が赤く染まっていくのがわかる。

　意図して言ったのかそうでないのかはわからないが、晴人の言葉一つで喜んだり落ち込んだり感情の浮き沈みが激しい。自分でも戸惑ってしまうほどに。

「これにする」

「足は痛くないか？　ヒール低めにしておいたけど」

「うん、大丈夫」

　恥ずかしくて晴人の顔が見られない。互いに目を逸らしたままで、気まずいよりもどうしていいかわからない、といった方が正しい。

　彼の醸しだす甘い空気に慣れないのだ。晴人の行動は昔とそう変わっていない。髪を撫でる手も、頬に触れる手も。

　けれど、彼の気持ちを知ってからは清香が意識をしすぎてしまってダメだ。好きな人に触れられるのが、これほど緊張を伴うものだとは思わなかった。

　これでもし清香も好きだと言ったなら、自分たちの関係はどう変わるのだろう。今以上に彼に甘やかされるのだと想像したら、いてもたってもいられなくなる。

「え、ちょっと待って。晴人さん、お会計っ」

　いろいろと考え事をしている間に会計を済まされてしまって、財布を出そうとするが荷物はすべて彼の手の中だ。

「俺のわがままだから。もらって。これ鞄な」

「いや、あの……ありがとう」

　小さいショルダーバッグを手渡された。財布と化粧ポーチ、スマートフォンだけを入れて、もともと着ていた服やリュックは紙袋の中へしまう。

「じゃあ行くか」

「あ、ごめん……私、化粧室行ってきてもいい？」

　せっかくだから、メイクや髪も直しておきたかった。

「ああ、じゃあ二階で待ってる」

「二階は家具があるんだっけ？」

「そう、うちの会社の家具を置いてもらってるんだ。ここの店舗デザインをした関係で」

「そうなんだ。家具、見たいな」

　清香が言うと、驚いたように晴人が双眸を見開いた。

　おかしいだろうか、晴人の仕事を知りたいと思うのは。再会してから初めて、彼の家がどんな仕事をしていたかを知ったし、店舗デザインや家具を制作していると聞いていても、実際に見たことはなかった。

「あ、ダメだった……？」

「いいよ」

　清香は化粧室へと急ぎ、持っていた汗拭きシートで軽く顔や身体を拭いた。

　パウダーとリップを直して、髪を梳かして後ろで纏めて留める。鏡の前にいるのは、少しでも晴人に可愛く見られたいと思う少女めいた自分の姿だ。

　洗面所を出て、螺旋階段を上がり二階へ行くと、店員と話していた晴人が清香を振り返った。

「ごめん、お待たせしました」

「いや。髪可愛いな」

「纏めただけだし……」

　もう少し可愛げのある言葉を。そう思っても、口を衝いて出るのは思ってもないことばかりだ。

　七年ぶりに会ったのだから、あの頃と違っていて当然かもしれないが、晴人に対して好意を隠さずに懐いていた自分はいったいどこに行ってしまったのだろうか。

「一階とは雰囲気が違うね。あ、このテーブル可愛い」

　家具に合わせて絨毯や照明を変えているのか、和風なデザインから洋風なデザイン。二階は多種多様といった雰囲気だ。

　重厚感のあるダークブラウンで木目調のテーブルは、驚くことに継ぎ目がなかった。脚の部分が内側に湾曲していて、丸みを帯びた温もりのあるデザインだ。

「そこら辺、うちが手掛けたのだな」

「この棚も？」

「ああ」

　テレビ台やチェストも角がなく、同じデザイナーの手で作られたものだとわかる。シンプルだがこだわりが見えて、実用性もあり長く使える物だと思った。

「そういえば……内定決まってた会社、設計事務所だったもんね。いずれはお父さんの会社、手伝おうと思ってたの？」

「よく覚えてるな。まぁあの頃は、親父の会社継ぐとしたら一人前になってから、みたいなプライドがあったからな」

　晴人の実家がどんな会社をやっているのかまでは知らなかったし、聞かされたとしてもまだ高校生の清香にはピンとこなかっただろう。

　ただ、親の跡は継ぎたくないと言いながらも、父親を意識せずにはいられなかったのかと今になって想像すると、そんな晴人を可愛いと感じてしまう。

「見せたかったね、お父さんに」

「何を？」

「今、晴人さんがこうして仕事してるところ……きっと、喜んだよね」

　隣に立つ晴人を見上げると、細められた彼の目は、過去に思いを馳せるように遠くを見つめていた。

「そうかもな」

　父親と同じ立場になり初めてわかる親の偉大さでもあっただろう。大学を卒業したばかりの晴人には、大変な道のりだったはずだ。

　それでも、晴人が清香を忘れずにいてくれてよかった。

　あの日、偶然出会えてよかった。

　七年間忘れられなかったのは清香も同じだ。それだけ、この人を好きだと思う。

　怖くはあるが、自分の気持ちは言葉にして伝えよう。

「じゃあ、そろそろ行くか」

「どこに？」

「腹減っただろ。飯食いに」

　そう言った晴人に連れてこられたのは、桟橋だった。乗り場にはサロンクルーザーが停められている。

　まさかこういう場所での食事だとは思ってもみなかった。ドレス姿もこの非日常的な空間にマッチしているような気さえしてくる。

「初デートだからな」

　晴人に手を引かれて船内に乗り込むと、中は思っていたよりも広かった。

　夜景が眺められるように大きい窓があり、五、六人が座れる程のソファーがコの字型に置かれている。二階は展望デッキになっているのか、備えつけの梯子で上がれるようだ。

「初、なの？」

　前の映画は違うのだろうか。

「この間のもデートだと思ってくれてるのか？」

「ど、どうだろう……」

　そういえば、あの日は待っていると突然電話を切られたから仕方なく会いにいったのだ。けれど、今の清香の気持ち的にはあれもデートに違いなかった。

　ただ、狭い室内で一緒に乗船するクルーに聞かれていると思うと、恥ずかしくて素直に頷けない。そんな清香を穏やかな笑みを浮かべたまま見つめる晴人の心境はどうなのだろう。

　ソファーに二人で並んで座った。映画館で座った時よりも距離は近い。

　テーブルに並べられた食事は豪華だったが、窓に映る夜景は煌びやかで、つい食事の手を止めて吸い寄せられるように外の景色を見つめてしまう。

「都会ならではの夜の景色だね。ご飯も美味しい」

「そうだな」

　晴人に好きだと告げようと決意したばかりなのに、口から出てくるのは他愛のない話ばかりだ。

　焦って食事を進めていたら、あっという間に食べ終わってしまった。

　緊張して落ち着かない。しかも、会話を聞かないふりをしてくれてはいるが、運転席には二人のクルーがいる。

　この会話の流れで、好きだなんてとても言える状況ではなかった。

「二階デッキ上がってみるか？　寒いかもしれないから、これ着ておけよ」

　晴人は自分のジャケットを脱いで、清香の肩にかけてくる。

「ありがとう」

　彼の匂いに包まれているような気分でつい思い浮かべてしまうのは、映画館での出来事。

（キス、したんだよね……）

　無意識に自分の唇に触れると、リップが手の甲についてしまった。何を想像しているのだと、もう頭がパニックになりそうだ。

「危ないから、ほら手」

　差しだされた手に掴まって二階のデッキに上がると、叩きつけるような風にドレスが舞った。晴人と横並びに座ると、船内よりもずっと開放的で贅沢な夜景が広がっていた。

　しかし船の上は風が強く、幾分か秋の気配を感じさせる。清香はジャケットのおかげで寒くはないが、晴人は大丈夫だろうか。

「晴人さん、寒くない？　これ」

「俺は大丈夫だから、着ておけよ」

　やっぱり返す、と脱ごうとするが、晴人の手に止められてしまう。触れた手のひらは思っていたよりも冷たい。

（どうして……私にそんな優しいの……）

　晴人に聞けば、彼はきっと好きだからだと答えるだろう。

　けれど、自分にそこまでの価値があるのか。

　好きだと、その一言さえなかなか言えないのに。

「今日会えてよかったよ。また忙しくなるから……って、どうした？」

　気づけば、晴人の胸に顔を埋めていた。彼の腰に腕を回して身体を密着させる。

（この人と……ずっと一緒にいたい）

　触れた場所から、清香の想いが伝わってくれたらいいのに。

「こうしてれば……ちょっとはあったかいかと思って……」

「誰にも見られてないって思うと、我慢できなくなるな」

　晴人の腕が背中に回ってきて、強く抱きしめられる。

　我慢できないのは清香も同じだ。

　彼の腕の中は温かくて、幸せで、堪らない気持ちになる。

「晴人さん……」

　顔を上げて、晴人の唇にそっと自らの唇を押しつけた。

　彼の唇は海風に晒されたせいか冷たかった。目を開けると、熱のこもった双眸が清香を見つめていた。

「私から触るって、これでいい……？」

「足りない」

　腰を引き寄せられて、劣情を隠そうともしない男の顔を前にしたら、怖いどころか期待すらしてしまっている自分がいた。

　彼からは何もしてこないつもりなのか、もう一度唇を触れあわせても晴人に動く気配はない。

　下唇を啄んでみると、誘導するように晴人の口が開けられる。恐る恐る舌を差し入れてみると、冷たい唇の温度と違って口の中は驚くほどに熱かった。

「はぁ……」

　舌を絡めながら、時折吸う。彼から与えられたキスしか清香には経験がない。前にしたキスをなぞるように同じことを繰り返していると、クッと小さく晴人の笑い声が聞こえた。

「だから……どうして、笑うの？」

　何だかバカにされているような気がしてくる。

　こんなに頑張っているのにと涙目で睨めば、彼は清香の腰を強く引き寄せたまま頬に唇を寄せてきた。

「覚えがいいな、と思って」

　カッと頬が熱くなる。

　晴人としかキスの経験もないのだから仕方がないじゃないか。

「お前、可愛すぎて煽られる。俺からしてもいい？」

　貪るように唇を食まれて、息が苦しいほどに激しく舌が絡められる。

「んんっ……はぁっ、ふっ」

　晴人のシャツを掴む手に力が入って、冷たかったはずの唇がジンジンと熱を持っていく。

　清香が仕掛けたキスとはまったく違う。身体の中心が疼くような口づけに、めまいがするほどに溺れてしまう。

「あっ、う……んっ……」

　腰を支えられていなければ、くったりと彼に倒れ込んでいただろう。背中からゾクゾクとするような痺れがせり上がってきて、下肢に切ないような疼きが広がる。

　意識さえ奪いそうな激しいキスをどれくらいしていたのか、唇が離されてもまだ彼の感触が残っているような気がした。

「時間だな。残念」

　彼の声にぼんやりとしていた意識が戻ってきて、目を開けた。

　気づけば、来た時と同じ桟橋にクルーザーが停まっていた。

　ハッとして周りを見ると、船を降りたクルーが下から声をかけずにこちらを窺っている。いつこの場所に着いたのだろう。

　キスシーンを見られて羞恥に駆られているのは清香だけなのか、晴人は涼しい顔をして清香の手を引いてくる。

「外じゃなきゃ、襲ってた」

　ちっとも悪いと思っていなさそうな口調で言われて、清香は一人顔を真っ赤にしてクルーに礼も言えずに船を降りることになった。

　晴人はキスシーンを見られていたことなどかまわずにいけしゃあしゃあと愛嬌を振りまいているのだから、信じられない。

「恥ずかしい……」

「俺は清香から触ってくれて嬉しかったよ。このままマンションに連れて帰りたいくらいだけど」

　晴人は心底残念そうに腕時計を見ると「帰ろうか」と言った。

　忙しい中、仕事を抜けてきただけなのだろう。

　明日の朝早い飛行機で出張先に戻るらしい。

「家まで送ってく」

　彼の腕が腰に回って、駐車場までの道を歩きだす。

　楽しい時間はもう終わるのだと思うと、いてもたってもいられなかった。

　待って、と晴人の腕を掴む。

「次は……マンション、行くから……」

　その言葉がどういう意味を持っているかは自分でも理解していた。

　彼にもおそらく清香の決意が伝わっただろう。

　俯きがちに告げると、風で乱れてしまった髪に彼の大きな手のひらが触れた。

　梳くように撫でられて、顔を見てもいないのに晴人が今どういう顔をしているのかわかってしまった。

「待ってる」

　晴人の顔を見られないのが惜しくて顔を上げると、想像通り彼は泣き笑いのような顔で相好を崩していた。

　何もかもを委ねてもいいくらいこの人が好きで、清香が気持ちを告げればどれだけ喜んでくれるのかと想像すると、早く想いを伝えたいとも思う。

　リップが移って赤くなった晴人の唇を指先でそっと拭うと、もったいないとばかりにふたたび唇を食まれてしまう。

「もう少し、待って」

　その時には、ちゃんと気持ちを伝えるから──。
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　デートから一週間。

　晴人はまだ出張先から戻っていないらしく、いまだマンションへ行くという約束は果たされないままだ。

　運動会の準備でバタバタしていて、清香も今日は残業だ。

　七時を過ぎて、仕事はまだ残っているものの、週末だし来週に持ち越すか、それとも今日終えるかと時計を見ながら考えていた。

　帰ったところで予定はないから、今日残業していく方が楽だ。けれど、もしかしたら連絡があるかもしれないと期待してしまうのだ。

　互いに忙しくここ二、三日は電話すらままならない。

　ようやく教諭たちとの会議を終えて職員室に行くと、机に置いたままにしていたスマートフォンが着信を知らせた。豊宮晴人の名前に一気に清香の体温が上がる。

「ちょっと電話出てきます」

　周りの教諭に断りを入れて立ち上がり、清香は廊下へと出た。

「はい」

『まだ仕事中だったか？』

　一週間ぶりに聞く晴人の声に、疲れが吹き飛ぶほど胸が弾んだ。

　平静を装っていても頬が緩んでしまう。

　もしかしたら帰ってきたのだろうか、と期待があった。

「もうすぐ運動会だから忙しくて。でも、もう帰るところ。晴人さんは？」

『今日帰ってきたばかりだ。なぁ、今から会えないか？　約束、覚えてる？』

　自分だけではなかった。

　晴人も同じ思いでいてくれたことが何より嬉しかった。

「うん、覚えてる」

『じゃあ……』

　晴人が何か言いかけたところで、職員室の電話が鳴った。電話を受けた同僚が、廊下の窓越しに清香を手招きしていた。クラスの保護者からの電話なのだろう。

「あ、ごめんなさい。ちょっと電話が……あとで連絡するから」

『わかった』

　それだけ告げて電話を切り、職員室へと戻った。案の定電話相手はクラスの保護者だったが、翌週の休みの連絡で五分程度で通話を終えた。

（連絡するのは、家に帰ってからでいいよね……）

　マンションに行くなら、家に帰ってシャワーを浴びてからがいい。メールを入れようかとも思ったがその時間すら惜しく、挨拶もそこそこに園を後にする。

　浮き足立っている自覚はある。この一週間何度も告白のシミュレーションをした。気持ちを伝えて、一から彼との関係をスタートさせたいから。

　家に帰り玄関のドアを開けると、目に飛び込んできたのは見たことのある男物の革靴だ。

（あ、家に来てくれてたんだ……）

　清香を迎えにきてくれたに違いない。すぐにリビングに飛び込んでいきたかったが、自分の格好がそれを躊躇させた。

　今日は九月とは思えないほど暑かった。

　運動会のリハーサルで一日中小学校の校庭を借りて外にいたため、汗だらけでとても晴人の前に顔を出せる状態ではなかった。

（先に着替えちゃおう）

　そっと足を忍ばせるようにして廊下を歩くと、楽しそうな梨香の笑い声が聞こえてきた。

　時折聞こえてくる晴人の声も、近しい間柄にしか見せない遠慮のない話し方で、清香の胸にドロドロとした嫌な感情が芽生えてしまう。

　付きあっていたわけではないと知っても、もともと仲のいい二人だ。昔話に花が咲けば、なんて嫌な想像が頭を過ぎった。

（友達だったんだから……）

　自分の嫉妬は見当違いのものだとわかっていても落ち着かない。

　二階に上がることもできずにリビングのドアの前で立ち竦んでいると、部屋の中からは驚くことに自分の名前が聞こえてきた。

　盗み聞きのような真似をしたくはなかったのに、気になって仕方がない。

「清香は潔癖すぎるからね……ショック療法が効いてよかったわ」

「そうだな」

　そう笑い声を立てて話したのは梨香だった。そして返事をしたのは間違いなく晴人だ。

　ショック療法とはなんだろう。

　ドアを開けて自分も話の中に入ればいいだけなのに、なぜかそれができない。

「清香には言ってないんでしょ？　あの日、会ったのが偶然じゃないこと」

「ああ。黙っておけるとは思ってないが」

（あの日って……まさか、飲み会の日ってこと？）

　どういうことだろう。偶然ではない、とは。

　清香はリビングのドアに手をかけたまま動けなかった。

　何も聞かなかったフリをして「ただいま」と声をかければいいのに、聞いてはいけないという思いと、隠されていることがあるなら真実を知りたいという思いが交錯して、ドアノブを持つ手が震えてしまう。

「綾香とグルになって飲み会を仕組んだなんて聞いたら……昔以上に怒るかもしれないわよ」

「お前はやたらと協力的だよな」

「清香が中学生っていう多感な時期だとわかってて、うちに父親がいない理由を言っちゃったからね。浮気がバレて謝りもしない、養育費も払わない、最低なクソ親父だって。たぶんあの子覚えてないけど、小さい頃はそりゃもうお父さん大好きっ子だったのよ。でも、私の話を聞いて父親を心底軽蔑してた。だから、ちょっと責任感じてるってわけ」

　清香に父親の記憶はない。梨香から父の話を聞いて、男性が苦手となる要因となったのはたしかだが、もういないものと思って過ごしてきたから、責任を感じられても今更だ。

　けれど、そんなことよりも──。

（二人で組んで、私のことを騙していたの……？　綾香お姉ちゃんまで？）

　カタカタと小刻みな震えが止まらない。ドアノブを押さえたままだったため、カチャリとドアが音を立てて内側に開いてしまった。

　ダイニングテーブルで向かい合わせに座っていた二人が、ほぼ同時に清香を見つめる。

「清香……今の話聞いて……」

　驚きに目を見開いた梨香が、大きな音を立てて椅子から立ち上がった。その音が呆然としていた清香を現実に引き戻し、気づけば彼らから背を向けていた。

　何だか、何もかもが信じられなくなった。梨香と付きあっていないと言ったことも、晴人の情熱的な告白さえ。

「清香っ！」

　自分の名前を呼ぶ彼の声がする。その必死ささえ嘘かもしれない。

　何度、彼から逃げればいいのだろう。

　清香は身を翻して玄関から外に出た。行くあてもないのに。

　無性に一人になりたくて、閑静な住宅街の中をがむしゃらに走る。息が切れて、シンと静まり返った空気の中に、自分の荒い呼吸ばかりがやたらと大きく響いた。

（梨香お姉ちゃんは……晴人さんなら、私の潔癖を治せるって思ったの？　昔、懐いてたから？　だから、協力してもらったってこと？）

　いつまで経っても恋人の一人もできない妹を心配していたのは知っているが、だからって清香を騙してまで晴人を近づける必要があっただろうか。

（梨香お姉ちゃんに頼まれたから……偶然飲み会で会ったふりなんてしたの？）

　昔のことを謝りたかったなんて、嘘だったのだろうか。

（どこからどこまでが、嘘なのよ……）

　ずっと好きだったと言ったことも。

　謝りたかったと言ったことも。

（全部、嘘なの……？）

　キスしたことを持ち出して、好きだなんて言って、浮かれて晴人に心を許していく清香を見て「男の人が大丈夫になってよかったね」なんて、そんなつもりでいたのだろうか。

　堪えきれずに涙がボロボロと溢れ落ちてくる。

　頭の中にドクドクと自分の心臓の音が聞こえてきて、胸の下が痛んだ。足が重くなり、徐々に走るスピードが落ちていく。

　体力には自信がある方だが、さすがに仕事帰りの疲れた身体に限界が来るのは早かった。

　通りがかった公園に何も考えず足を進める。どうせまだ家に帰ることもできない。行くあてもないのだから仕方がない。

　夜の公園は、幼い子どもたちが遊んでいる昼間とは打って変わって、シンと静まり返っていた。

　外灯の明かりがあるものの、風に揺られてカサカサと音を立てる草木が不気味にも思える。ベンチに腰かけると、ヒュッと強い風が肌を撫でた。

　寒くもないのに、清香は両腕で自らを抱きしめるように身体を覆うと、ブルリと全身を震わせた。ゴシゴシと涙で濡れた頬を拭う。

「最低……っ」

　信じた自分もバカだった。この人口の多い都会で、偶然飲み会に来ていたのが、昔憧れていた人だなんて、そんな運命のような出会いがあるはずがない。

　最初から仕組まれていたことだと、どうして考えもしなかったのか。

（これから……どうしよう）

　帰れば梨香がいる。今戻れば信じられない言い訳を聞く羽目になりそうで、戻りたくはない。それに晴人が何時に帰るかもわからない。

　ため息をつきながらぼんやりと夜空に浮かぶ月を見ていると、自らの不甲斐なさにまた泣けてくる。

　どうして、自分は今ここに一人でいるのだろう。こんな思いをするくらいなら、最初から出会わなければよかった。飲み会になど行かなければよかった。

（でも……）

　梨香と付きあったことはない、と言った。

　ずっと忘れられなかった、と言った。

　結婚するならお前がいい、と言った。

（それが……全部、嘘なの？）

　清香の男嫌いを治すためだけに、男に絡まれている清香を助けて、行くかどうかもわからないのに、わざわざ映画のチケットまで用意して。

　それがすべて嘘だなんて思いたくはなかったけれど、何が本当で何が嘘なのか、清香にはもうわからなかった。

（信じたいよ……でも、どうやって信じたらいいの……っ？）

　公園で一人ベンチに座って夜空を見上げていることが、寂しくて堪らなくなる。彼に違うと言って抱きしめてほしい。涙が溢れて止まらなかった。

「責任取るって言ったじゃない……」

　騙していたなら理由を教えてほしい。

　どんな理由でも晴人を許す気にはなれない。それなのに、同じくらい晴人を好きだという気持ちも強い。

　どうしていいかもわからずベンチから立ち上がると、ザッと砂を蹴るような足音が聞こえて、清香は驚愕に息を呑んだ。

　肩を震わせて音のする方へと視線を向けると、駆け寄ってくる彼と目が合う。安堵と驚愕の思いで、清香は立ち竦んだ。

「清香っ！」

　怒ったような声に、身体が無意識に逃げようとする。

　けれど、すかさず晴人に腕を掴まれて身動きが取れない。正面から抱きしめられて、耳元で聞こえるのは彼の荒い呼吸だった。

「夜に……一人で……こんな場所にいるな！　危ないだろうっ」

　シャツ越しに伝わる彼の鼓動が清香よりも激しい音を立てていた。

　怒ったような響きで告げられて、こんな時なのに、昔インターフォンを確認せずにドアを開けたことを思い出す。その時も彼は同じように怒っていた。

「は、放して……っ」

「逃げるってわかってて放せるはずがない」

「逃げない！　ちゃんと聞きたい……私のこと騙してたんだとしても」

「騙してないっ！」

　叫ぶように告げられて、自分たちしかいない公園に響いた声の大きさに肩が大仰に震える。思わずといった様子の晴人は、声を荒げたことを恥じるように口元を手で覆っていた。

「再会したのは偶然じゃない。でも、お前に嘘はついてない。好きだって言ったことも、謝りたかったのも本当だ。言っただろう。嫌われるのが……怖かったって」

「梨香お姉ちゃんに頼まれたからでしょっ？」

「そういう口実でもなきゃ、会いにいけなかった！　忘れられないのに、もう一度嫌われる勇気はなかった。誰かのものになってたらって考えると苛ついて仕方なくて、でも怖くて確かめることもできなかったんだ」

　耳元で発せられる彼の言葉は、切羽詰まったかのように早口だった。晴人の腕の力が強まって、苦しいくらいに抱きしめられる。

　二度も騙されて、許せないのに。

　こうして抱きしめてくれるのなら、もう嘘でもいいかとすら思ってしまう。

　彼を好きな自分の気持ちだけは本当だ。

「晴人さんのこと、信じたい……けど」

　信じられない、と清香の瞳が揺れる。

　清香の表情から伝わったのか、晴人は「それでいい」と言った。

「今は信じられなくてもいい。一生、お前を手放す気はないから」

　そっと晴人の腕を解き、彼の顔を仰ぎ見る。

　真摯に愛情を伝えてくれる彼の眼差しは大学生の頃と何ら変わってはいない。思えばあの頃だって、ずいぶんと大事にしてくれていた。

　再会した日、必死の形相で好きだと告げてきた彼の姿が脳裏を過ぎった。

　映画館で、懇願するように拒まないでと言った晴人の指先は緊張で震えていた。

（晴人さんは、逃げだしてばかりの私を何度も追いかけてくれた）

「ずっと、一緒にいてくれるなら、もういい」

　晴人の顔が近づいてきて額と額をくっつけられると、胸がキュッと切なくなる。

　気づけば、まるで許すとでもいうように、清香は自ら唇を触れあわせていた。

　出会ったのが偶然でなかったにせよ、今まで向けてくれた彼の想いに偽りはないと、そう思いたかったのだ。

　唇が離れると、二人の口から熱い吐息が溢れる。そして離れたくないと言わんばかりに、幾度となく口づけられた。

「なぁ……」

「ん……？」

「もう、お前に隠してることは何もない。俺を許さないでいい。でも、嫌わないでくれ……勝手かもしれないけど、お前がいないとダメなんだ」

「どうして……私なの？　梨香お姉ちゃんの方が綺麗だし、大人だし……」

　晴人と自分の繋がりは、梨香の妹というだけだ。

　こんな風に彼が必死になるほどの理由がない。

「お前に初めて会った日に、一生ものの恋に落ちたなんて、おかしいか？」

　清香を見つめてくる瞳は、嘘をついているようには見えなかった。それなのに、信じてもらえなくてもかまわない、彼の表情はそう物語っていて、切なさに胸が締めつけられる。

「おかしくない……私も、あの日に、きっと恋に落ちたから」

　清香がそう告げると、晴人は驚いたような顔をした。

　そして、涙に滲んだ目を隠すように彼はまぶたを閉じてしまう。

　それでも堪えきれずに晴人の目から溢れた涙があまりに綺麗で、やはりこの恋心に終止符を打つのは難しいのだと思い知る。

「帰ろうか」

　晴人はきっと、清香の自宅に送ってくれるつもりだろう。

　彼のことを許せないのに、離れられない。

　彼の手を放すことができないのは、清香の方かもしれない。

「次はマンションに行くって……約束したでしょ」

　晴人の手のひらに指を絡めると、強く握り返された。










　真新しい五階建ての近代的な作りの建物は、そう部屋数は多くはないようだ。一階には三部屋ほどしか並んでおらず、晴人の住む五階は一部屋しかないという。

「物が全然ないね」

　ガランとした室内は広いのに生活感がなく、リビングにはソファーどころかテーブルすら置かれてはいなかった。キッチンに使われた形跡もなく、唯一目につく生活の跡といえばコンセントのところに充電されているロボット掃除機くらいなものだろう。

「ここには寝に帰ってきてるようなものだったからな。最近までゆっくりする暇もなかったんだよ」

　何もないリビングを見回していると、手を引かれ寝室へと連れていかれる。

「おいで」

「う、うん」

（ベッドはあるんだ……）

　十畳ほどの寝室には大人四人は寝られそうなサイズのベッドが置かれている。リビングよりも寝室にいる時間の方が長いせいか、室内は晴人の香りが強くするような気がした。

（っていうか……また私、ジャージだよ……）

　そのまま家を飛び出してしまったから仕方がないのだが、砂埃や汗で汚れたままの格好であることが今更恥ずかしくなってくる。

「あ、あの……シャワー借りてもいい？」

「俺はそのままでいいけど」

「ダメッ！　か、髪に砂とかついてるから、ベッド汚くしちゃうし……お願い」

「どうせ明日洗濯するんだからいいのに。じゃあ、俺も一緒に……」

「ま、ま、待って！　私、初心者って知ってるでしょ！」

　顔を真っ赤にしながら言い募れば、ポカンと口を開けた晴人が次の瞬間目を細めて笑った。

「これ着替えな」

「ありがとう」

　Ｔシャツを受け取ってバスルームを案内してもらうと、今更緊張に襲われる。自分で自分の行動が信じられなかった。

　男の部屋に泊まることの意味くらい、恋愛経験がなくともわかる。

　覚悟はしていたのに、正直いっぱいいっぱいだ。

　手早くシャワーを浴びると、汗に濡れた下着をまた着ける気にはなれずに、晴人から借りた白いＴシャツだけを着て寝室へと戻った。

　先ほどまでは真っ暗だった室内は、ダウンライトの暖かみのある電球色でぼんやりと照らされていた。

　ベッドの上で本を読んでいた晴人が、視線をゆっくりと清香の足から頭に動かしたのがわかる。

　あまりの恥ずかしさに目を逸らすしかなく、ベッドへ近づけば独り言のように彼がボソリとこぼした。

「強引なことしないようにって思ってたんだけどな」

「え……？」

　手を引かれてベッドに倒れ込むと、両腕を上から押さえられて唇が重なった。

「ん、ん、ぅっ……」

　隙間から熱を持った舌が入り込み、あますところなく舐められる。溢れる唾液を啜られて、晴人の舌は丁寧に頬裏や顎裏をなぞっていく。

「本当にいい？　これ以上したら、やめてあげられない」

　切なげに細められた目で、どうか俺を受け入れてと懇願しているようにさえ聞こえて、嫌だなんてとても言えなくなる。

　強引なところがあるくせに、清香の前だと自信がないのか可愛く見えることもあって、きっと自分はこの人になら何をされても許してしまうのだと思った。

「やめなくていい……っ」

　言い終えると同時に噛みつくように口づけが贈られる。

　それだけ清香を好きでいてくれるのだと思うと、キスをしているだけなのに、身体がおかしいほどに昂ってしまう。

「んっ……」

　口の中で彼の舌が動くたびに、頭がぼんやりしてきて心地よさしか感じられなくなる。

　ピチャピチャと音を立てて舌を絡められて、時折強く吸われると、もういっそのこと食べられてしまいたいとすら思う。

　晴人以外の男性とは話すのも苦手なのに、晴人と一緒にいると話すだけではとても足りない。彼の心も身体もすべてが欲しくなる。

　触れたくて、触れてほしくて、もっと深い場所で繋がりたくなって「ああ、これが恋なのね」なんて今更実感してしまった。

（さっきまで、騙されたって、あんなに……腹が立ってたのに……）

　大好きな人とのキスは、頑なだった清香の心も簡単に溶かしてしまうらしい。

「はぁっ、ふっ……んんっ」

　キスが深くなると、覆いかぶさる晴人の胸板が清香の両胸の膨らみに当たる。もっとと自らの身体を押しつけると、晴人が笑ったような気配がした。

「な、に……？」

「いや、ただ……可愛いなって思っただけ」

　晴人の低く官能的な声に、身体の中心がジンと痺れるような感覚がして、得体の知れない何かが湧き上がってくる。上で両腕を括られてしまっては動くことも叶わず、清香は快感から逃れるように膝を立てて爪先でシーツをかいた。

　ワンピースのように太ももまでを覆い隠していたシャツが捲り上がり、秘めた場所が露わになる。

　あられもない場所を晒していることにすら気づいていなかった。晴人の視線が下肢に移り、彼の男らしい喉元が上下に動く。慌てて足を閉じようとしても遅く、いち早く晴人の足が太ももの間に入れられる。

「やっ」

「初めてなのに……誘い方が上手すぎる」

　やっと両腕が解放されて、Ｔシャツの上から柔らかいままの乳首をピンと弾かれた。晴人の身体がふたたび覆いかぶさってきて、今度は器用な指先で両胸の突起を弄られる。

「あっ……やぁっ……」

　キュッと抓んだり、捏ねられたりしているうちに、白いＴシャツを押し上げるようにして、乳首が硬く勃ち上がってくる。

　唇を吸われながら、敏感な突起に触れられると、足の間にもどかしいような感覚が走る。中心が切なく疼いて、濡れた感触までしてくる。

（身体……変になりそう）

　気持ちよくて、触れてほしくて堪らない。どうしてほしいのかまったくわからないのに、本能のままに清香は腰を揺らしてしまう。

「ん、はぁっ……ふ、っ」

　しっとりと蜜を滴らせたそこを、腰をくねらせながら晴人の足に押しつけた。

　彼の足を挟むようにして閉じた膝が、グッと外側に開かされる。スラックスの前を寛げた晴人が下肢同士を擦り合わせるようにして身体を重ねてきた。

（あ……これって……）

　足の間にあてられているのは、彼の滾った欲望だろう。下着の中で窮屈そうに勃ち上がった屹立は、すでに先端を湿らせていた。

「ひぁっ……それ……だめっ」

「まだ、挿れないから」

　荒々しい呼吸の中で、そう告げられた。

　そんなことはわかっているけれど、下着をつけていない清香の秘部を擦り上げるようにして腰が揺らされると、もうどうしようもなく濡れた場所が疼いてしまう。

　陰唇に沿うようにして動かされるたびに、からっぽの中が何かを求めて蠢き、腰から甘い痺れがせり上がってくる。ジワリと濡れた感覚が増えて、垂れた愛液がベッドのシーツを湿らした。

「こっちも、しような」

「えっ、や……あぁんっ」

　もどかしげに勃ち上がった乳頭が、Ｔシャツごと彼の口腔内へと飲み込まれた。唾液で濡らされたシャツはベタついていて不快なはずなのに、乳輪の回りを舌で舐められると、快感を求めることしか考えられなくなる。

　クチュクチュと口の中で弄ばれて、濡れたＴシャツが肌に貼りついた。シャツに濃いシミが広がり、淡い光の中でピンク色に滲んだ乳首は、目の前の男をますます煽る結果になったようだ。

「んんっ……あっ、はぁっ」

「……っ」

　晴人の喉を鳴らす音がやけに大きく聞こえた。雄々しく勃ち上がる欲望は先ほどよりも大きく膨らんでいる。

　飢えたように荒々しく息を吐きだす晴人の姿に、清香はうっとりと目を細めた。

　隠すことなく劣情の目をギラつかせて汗を迸らせる男は、穏やかそうな笑みを浮かべていた昔の彼ではなく、清香の前で弱々しげに謝っていた彼でもない。

　もしかしたら、これが本来の晴人なのかもしれない。荒々しく強引で、だが清香に触れる手だけは労わるように優しい。今まで知らなかった晴人の一面を知っても、彼を嫌いにはならなかった。

　むしろ、自分だけを愛してくれる存在にこんなにも満たされるのだということを初めて知った。

「は、ると……さっ」

　乳首を食んでいた晴人が口を離さないまま顔だけを上げて、清香を見つめる。愛しくて、もっと触れてほしくて、清香は晴人の髪に手を差し入れると、撫でるように彼の茶色い髪を梳いた。

「ん……？」

「好き、大す……っ」

　想いの丈を込めて告げるつもりが、噛みつくように唇を塞がれてしまい、彼の口の中に大好きという言葉が飲み込まれてしまう。

　話途中なのにと、恨みがましく晴人を見れば、彼は珍しくも頬を赤く染めて瞳を潤ませていた。唇が離されて間近に彼の顔が近づいてくると、頬やまぶたに愛おしむような口づけが贈られる。

「堪らなくなるから黙って。それに、俺の方がお前の何万倍もずっと重い好きなんだよ。信じられないなら、信じさせてやる。今日は、黙ってただ俺に愛されてればいい」

　彼の身体が下肢へと動き、開かされた足の間へと顔が近づいていく。さすがに羞恥に襲われて思わず両足を閉じようとするものの、太ももを強く掴まれては動かすこともできない。

「やぁ……っ、み、ないで……」

「さっきから擦ってたから……もうビショビショだ」

　持ち上げられた太ももの裏に舌が這う。ぬめった舌で柔らかい肌を舐められると、焦らすような刺激が堪らずに腰が浮き上がってしまう。

「はぁっ、あぁ……」

　トロリと蜜が溢れだして、はしたなく濡れる自分の身体が普通なのか、変なのか、彼がいったいどう思っているのかわからない。

（こんなに、なっちゃうの……おかしくないの？）

　ツッと舌が徐々に下りてきて、淫らに濡れた花弁を舐られる。ビクビクと腰が波打つほどの凄烈な快感が駆け抜けて、思わず伸ばした手で晴人の髪を掴んだ。

「ひぁぁっ、あっ、んんっ」

　秘烈の上をなぞるように舌先がヌルヌルと上下に動き、おかしくなりそうなほどに全身が熱くなってくる。蜜口の周りを舐めながら、時折中に舌が差し挿れられ、溢れる愛液が啜られる。

　膣壁に挿れられた舌が抜き差しされると、無意識に腰が揺らめき膝が震えた。あまりに重い快感に、目の前が霞みがかって頭が朦朧としてくる。

「やぁっ……そ、こ……ひっ、あっ」

　甲高い声ばかりが出てしまって、自分の意思ではとても止めることはできなかった。

「中、ヒクヒクしてる……気持ちいい？」

「恥ずかし……っ、んん、も……やめっ」

「痛い思いさせたくない」

　淫らで卑猥な光景にもかかわらずつい凝視してしまうと、足の間から視線を上げた晴人と目が合い、ニヤリと口元を緩めた彼が溢れる愛液をすすり上げてきた。

　ジュッと淫らな音が響いて、いたたまれなさに涙が浮かんでくる。

「ひぁぁっ」

「よく見てろよ」

　自分がとてつもなくはしたなく思えて全身を火照らすが、射抜くように艶めかしい瞳に見つめられて、身体も視線も硬直したように動かなくなった。

　ピチャッと耳を塞ぎたいほどの淫音が立ち、花弁に隠れた芽を晴人の舌先が突く。瞬間、波立つように腰が震え、清香はもう意味もわからず嬌声を上げるしかなかった。

「やぁぁぁっ……あっ、それ……はぁ、んっ、おかしくなっちゃ……っ」

　何かに追い立てられるような感覚に腰が引けてしまう。堪えきれずに上へと逃げると、晴人の手に腰を掴まれ引き寄せられる。初めて味わう恐ろしいほどの快感だった。

「ひっ、んん……怖い、の……もっ、おね、がっ」

　全身が上気し汗ばんでいく。髪を振り乱しながら身悶えて、自分でも何を言っているのかわからず、半開きに開けたままの口元からは飲み込みきれなかった唾液がこぼれ落ちた。

　包皮を捲られた陰核は舐られるたびに丸い芽をプックリと膨らませて、晴人の唾液で濡れ光る。

　蠕動する内壁からとめどなく愛液が溢れてくる。彼の唾液と自らの愛液でシーツはビッショリと濡れていた。彼が発した、明日洗濯するんだからいいのに、という言葉の意味を今更ながらに理解する。恥ずかしくて堪らないのに、同じくらい嬉しいなんておかしいだろうか。

「ダメ……やっ、はぁっ……あぁんっ、なに、これっ、やだぁっ」

「大丈夫だから、そのまま達イけ」

　硬く膨らんだ花芽を舌の上で転がされて、ヒクついた蜜口に指が突き挿れられる。頭の中が真っ白になり身体を強張らせた瞬間、息が止まるほどの壮絶な喜悦の波に飲まれた。どこかに落ちていってしまいそうな恐怖に、ギュッと彼の髪を鷲掴みにしてしまう。

「や、あぁぁぁっ！」

　陰道を拡げるように躊躇なく指を挿れられ、意識を失いそうなほどの快感がやってくると、清香はついに何かの限界に達してしまう。

　清香は息が詰まったような声を上げながら開いた脚を強張らせた。気づけば彼の指の動きは止められていて、蜜口の隙間から粘着性の愛液が溢れだす。下肢にひどく濡れた感触が伝わったが、不快に感じる余裕もなかった。

「はぁっ、あっ……あ」

　ビクビクと達した余韻で腰を震わせると、あとからやって来るのは重苦しいまでの倦怠感だ。支えられていた膝が重力のままに崩れ落ちると、もう指の一本も動かせないほど全身が怠い。

「はる、と、さん……」

　四肢は弛緩し、口を開くことさえ覚束ない。

　鼻にかかったような甘い声が漏れでて、伸ばした手が絡められた。

　すると、中に挿れられたままの指がゆっくりと動き始める。思ってもみなかった刺激に、清香は悲鳴じみた声を上げるしかない。

「あぁぁっ！　それ、待って、ダメっ」

「寝るなよ。まだ、終わってない」

　蜜口をかき混ぜるように二本の指が中でバラバラに動かされる。不思議と痛みはなかったが、過ぎる快感が気持ちいいよりも辛かった。

「やあぁっ……今は、やだっ……待ってっ！　お願いっ」

「中、濡れてる。痛くはないだろ？」

「でも……っ」

　感じすぎて辛いのだと、涙に濡れた目を向けると、晴人は清香の着ているシャツを捲り上げてきて、放置されていた乳頭を食んだ。

「んあぁっ、や、なのっ……やだって言ってるのにっ、それっ……も、ダメェっ」

　グチュグチュと指が抜き差しされるたびに漏れる音が、乳輪をしゃぶる唾液の音に混じり、室内ははしたない淫音に包まれた。

　まろみ出た乳房が指の抽送に合わせて揺れる様は、ひどく淫靡な光景だ。清香本人はそのことに気づいてはおらず、ただ大きすぎる快感に喉を仰け反らせて蕩けた目を宙に彷徨わせている。

「晴人、さっ……中、変になるからぁっ」

　指の腹でザラついた柔襞を擦られるたびに、ふたたび脳芯が痺れるような愉悦がせり上がってくる。寒くもないのに悪寒が走り全身が戦慄いた。

　晴人の唇の隙間からぬらぬらと光る己の乳頭が見えてしまい、ただそれだけのことで、濡れ襞が収縮し中の指を締めつけてしまう。

　勃ち上がった乳首を舌で転がされて、唇で引っ張り上げられる。チュッと強く吸いつかれて、先ほどよりもずっと深い快感を拾い始めた身体は、何をされても顕著な反応を示した。

「あぁっ、はっ、あっん……ねぇっ、も……やなのっ」

　いや、と言いながらも、苦しいほど気持ちがいい。

　ゾクゾクと痺れるような喜悦が走り、濡れ襞が収縮を繰り返す。なぜか物足りないような感覚までしてきて、奥まった場所が切なく疼き何かを訴えていた。

「もう……欲しい？」

　妖艶な目を向けられて、晴人の扇情的な声が耳に届く。

　清香は思わず唾を嚥下させていた。

　どうしたらこの疼きを抑えられるかもわからないのに、早く何とかしてほしくてもう我慢ができなかった。彼の言葉に全身が期待で打ち震え、気づけば首を縦に振っていた。

　快感で滲む涙で目の前が霞む。シャツを脱ぎ捨て、膝立ちで起き上がった晴人をぼんやりと見つめていると、ピリッと何かを破る音が聞こえた。

　足が抱え直されて、ヒクつく蜜口に猛々しいまでの欲望を押し当てられると、わずかな期待はあれど、やはり緊張で身体が強張ってしまう。

「ん……っ」

「口開けろよ」

「はぁ……っ、ん」

　言われた通りに口を開けると、ヌルリと晴人の舌が入り込んできて、口腔内をかき回される。覆いかぶさる背中に腕を回すと、口の中を蹂躙する舌の動きは激しさを増した。

　ジワッと唾液が溢れて、唇の端からこぼれ落ちる。角度を変えるたびに、晴人の堪らないといった荒い呼吸が漏れ聞こえてきた。

「はぁっ……清香……っ」

「んんっ、はぁっ、あ」

　押し当てられた屹立がぬるついた陰唇をなぞると、蜜口が彼を受け入れようと拡がっていくのがわかる。

「挿れるよ」

　晴人からの甘いキスに四肢から力が抜けると、チュプッと音を立てて、先端が飲み込まれていった。

「う……っ、く……」

「……っ、苦しい？　悪い、もう少しだけ……っ、我慢しろよ」

　指で慣らされたといっても、彼の猛々しいまでの欲望に貫かれていると、身体が真っ二つに引き裂かれるような痛みがあった。圧迫感がひどく、息をするのもままならないほどだ。

　下肢に広がる焼けつくような感覚に顔を顰めると、眉間に口づけが贈られる。彼もまた苦しいのか、荒く短い呼吸を繰り返していた。

「晴人さ……い、た……い」

「ああ。でも……気持ちいい」

　感慨深げな彼の言葉に、清香の素直な身体は彼の熱い塊を飲み込もうと新たに愛液を滲ませる。自分の中でドクドクと脈動する塊が彼と繋がっている証なのだ。そう考えるだけで清香の胸も喜びに満たされた。彼を好きだという気持ちもずっと大きくなっていく。

　涙に濡れた目で見上げると、晴人もまた熱のこもった目で見つめてくる。

　汗ばみ額に貼りついた前髪をかき分ける手が気持ちよくてうっとりと目を瞑ると、ようやく強張っていた身体から力が抜けていった。

「痛くなくなってきたか？」

「……ぁ、っ、ん」

　軽く腰を揺すられて、下肢からチュプチュプと淫らな水音が立った。

　柔襞ごと引きずり出すようにズルリと欲望が抜けるたびに、ゾクゾクと震えが走った。痛みの方が強いのに、柔襞を擦り上げられるたびに肌が粟立つような感覚がして落ち着かない。

「ふっ、あぁっ、あっ」

　何度も抜き差しを繰り返されるうちに、繋がった場所から燃え上がるような熱が広がり苦痛が薄れていく。愛液のぬめりが彼の動きをスムーズにしているのか、最初は数センチだった腰の動きが徐々に激しさを増し、清香はたしかな快感を拾い始めた。

「清香……っ、気持ちいい？」

「あっ、はぁっ……わかんなっ」
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　妖艶な声で囁かれると、頭が蕩けてしまったかのように四肢に力が入らなくなる。

　さらに乳房の尖りを引っ張り上げられて、もう清香の口からは感じきった喘ぎ声しか出てこない。

「あぁんっ……あぁ、んんっ」

　ヌチュヌチュと音を立てながらゆっくりとした動きで蜜襞を拡げられて、同時に胸から伝わる甘い痺れがより深い官能を呼び起こす。

「はぁっ、んっ……そ、こ……あぁっ」

　濡れた音が激しさを増して、脳芯が痺れたように何も考えられなくなる。

　硬く張った雁首に蜜襞を削り取られるような感覚が走り、あまりの激しい喜悦に背中が波打った。清香の中にあった羞恥や理性といったものが瓦解していく。

　触れあった肌が汗ばみ、背中に回した手が滑る。滴り落ちる晴人の汗すらも心地よくて、身体を揺さぶられるたびに、淫らに濡れた嬌声ばかりが漏れてしまう。

「ひあぁっ」

　晴人の腰の動きがより大胆になっていき、屹立を捻り込むように突き挿れられる。彼の欲望で串刺しにされているのではないかと感じるほどの激しい抽送に、つい脈動を強く締めつけてしまう。すると、息を詰めた彼がますます腰を激しく揺さぶってきた。

「く……っ、はぁっ」

「あぁんっ、やぁっ、待って、そんなっ……奥っ」

　緩やかな抽送とはほど遠い。肌と肌を激しくぶつけるような動きで奥を抉られて、引き裂かれてしまうのではないかと恐ろしくなる。

「んんんっ……あぁっ、ん……こ、わい」

「怖くない。いっぱい濡れて、ちゃんと……っ、感じてるだろ」

「ち、が……っ、気持ち、くて……怖い」

　清香の言葉に、彼の目がいっそう情欲を灯してギラついた。中のものも膨れ上がる。晴人は頬に伝う清香の涙を舌ですくい取ると、最奥目がけて腰をグラインドしてくる。

「ひっ、あぁぁぁっ！　やぁぁ……それっ、深い、からぁっ」

「煽るようなこと言う、お前が悪い……っ」

　内臓ごと引きずり出されるのではないかと思うほど激しく柔襞を刮げられて、清香は髪を振り乱し身悶える。抑えることすらできない悲鳴じみた声が、寝室内に響き渡った。

　ズルリと屹立を引き出されるたびに凄烈な快感が駆け抜け、知らず知らずのうちに灼熱の塊を引き留めようと膣壁が絡みつく。

　中で蠢く屹立の形をリアルに感じて、もう四肢が蕩けそうになるほど心地いい。

　ただただ気持ちのいいことしか考えられなくなっていく。

　失いそうになる意識は与えられる快感で何とか保っているが、鋭い快感が突き抜けてくるたびに、どこかに落ちそうになってしまう。

「もっ、う……なんか……やだ……っ、また、変になる」

「中、痙攣してる。達きそう？」

「わ、かんなっ……あっ、んんっ、それ……」

　晴人は清香が嫌だという場所を狙って突いている。

　ビクビクと腰を跳ねさせるたびに、同じところを擦られて、何だかもう訳がわからない。自分が興奮しておかしなことになっているのだけは確かで、やだと言いながらも、放すまいと無意識に足を彼の腰に巻きつけていた。

「あぁっ、あっ、ん、はぁっ」

　ヌチュヌチュと愛液を弾かせる音が結合部から響いて、自分の声にすら興奮を覚える。

　硬い先端が愛液を纏わせながら抜けるたびに目の前がチカチカしてくる。本能のままにうねる蜜襞が彼の欲望を絡みとり奥へ奥へと引き込もうとする。

　晴人は身体を起こし、清香の片側の足を肩に乗せた。熱に浮かされた頭では何をと問うこともできず、彼に身を委ねるしかない。

「やぁっ……ま、だ……入っちゃ、奥、入っちゃうっ」

　もうこれ以上は無理だと思っていたのに、膝立ちになった彼が先ほどまでとは違った角度で腰を突き動かすと、硬く張った雁首がさらに奥へと呑み込まれていく。

　誰にも見せたことのない場所を彼の前に晒して、恥ずかしくて堪らないのに、もっとと欲しがるように濡れ襞は最奥を突く男の脈動に絡みつく。

　清香は枕に頬を擦りつけながら、血管が浮きでるほど強くシーツを掴んだ。

「もうっ、む、りっ……ひぁっ、あぁん、ゆる、して」

　熱く大きな波がすぐそこまで来ている。

　朦朧とする意識の中、繋がった下肢に意識が集中する。しとどに濡れた花芽をコリコリと弄られて、凄絶な愉悦に目の前で火花が散った。

　さらに愛液を塗りたくられ、絶頂に導くように花芯を擦り上げられる。堪えきれずに強くいきむと、下肢への抽送がさらに激しさを増した。

　もう限界だと思った瞬間、息が詰まり、足先がピンと張る。頭を仰け反らし、清香は大きく腰を震わせた。

「ひっ、あぁぁっ！」

　迸る蜜がピシャリと飛び散り、彼の脱ぎかけのスラックスとシーツを濡らした。陶然として全身から力が抜けていく。

　中から噴きでた愛液が太ももを流れ落ち、その感覚にすら身震いしてしまうほど、達した直後の身体は鋭敏になっていた。

「あ、はぁっ、はぁ……」

　シーツを掴む指先にすら力が入らない。身体が弛緩し、ともすれば眠りに落ちてしまいそうなほどだ。

　ぼんやりと宙を見たまま呼吸を整えて、焦点の定まらなかった目を膝立ちになった晴人に移すと、まだ欲望に火を灯らせたままの男が、色香を漂わせている清香の表情を食い入るように見つめていた。

「やっ……見な、いで」

　手で顔を覆い隠そうとすると、肩に上げたままの足が下ろされて、両手を絡めとられた。不安定な体勢ではなくなり安堵したのも束の間、両手を繋いだまま、身体を起こした晴人がまだ中に入ったままの屹立を動かしてくる。

「はっ、あぁっ……い、ま……動いちゃ」

「一人で何度も先に達くなんて、ズルいな」

「だって……晴人さんがっ……あぁっ、や、め……っ」

　荒々しい呼吸を響かせながら腰を激しく打ちつけられる。打擲音が響き、余韻の残る身体は無意識に晴人の欲望を奥へ奥へと呑み込もうとする。

「俺が何？」

「晴人さんがっ、気持ちい、ことばっか……するっ」

　そう告げて、涙に濡れた目で晴人を睨めば、驚くほどに満たされた顔をして彼が微笑んだ。

　なぜか中に感じる脈動が一際大きく膨らんで、遠慮のない抜き差しが繰り返された。ズチュズチュと卑猥な音を立てながら、かき混ぜられるたびに泡立った愛液が噴きこぼれる。

「ひぁっ、あ、それしちゃっ……また、きちゃう、のっ」

「いいよ……っ、何度でも、達け」

　限界とばかりに清香が喉を仰け反らせると、昂りが最奥に突き立てられる。ふたたび気が遠くなるような快感がやってきて、清香はガクガクと膝を震わせる。

　荒い呼吸の中、ふとうっすらと目を開けて涙に滲んだ視界で晴人を見つめると、そこには余裕のない顔をしてなりふりかまわずに腰を振る男の姿があった。淫らに濡れる蜜壺を舐めるように見つめている彼の喉が上下に動く。

　荒く息をつくたびに隆起する胸板や、扇状的な表情、清香はそれらすべてに魅入ってしまう。それに、本能のままに清香を欲してくれているのだと思うと、嬉しくて幸せで堪らなくなる。

「あぁっ……それいっ、気持ちい……んんっ」

　清香はうっとりと目を細めて快感に酔いしれた。ズンズンと子宮口を押し拡げるように穿たれて、逼迫した声が止まらない。

　朦朧とする意識の中、すぐそこに絶頂の波がやってきているのを感じる。

「あぁあぁんっ、もぅっ……ダメ、達っちゃ」

「はぁっ……清香、俺も……っ」

「ん、あぁぁっ！」

　よがり声を上げながら、思わず濡れ襞を抉る怒張を締めつけてしまうと、息を詰めた晴人が腰を震わせて動きを止めた。屹立が大きく脈動し、皮膜越しに白濁を弾けさせる。まるで膣内で吐きだされているかのように、蠢く柔襞が彼の射液でジワリと温かくなった。

「あっ、ん」

　ズルッと欲望を引き抜かれ全身が総毛立つ。

　敏感な襞を刮げられる感覚に甘い痺れが伝わり、清香の口からは鼻にかかったような声が漏れた。

　肩で呼吸をしながらぼんやりと視線を漂わせていると、使い終わった避妊具を始末した晴人が新しいパッケージを手に取っていた。

「ま、まだ……するの？」

「俺が、どれだけ我慢してたと思ってるんだ」

　不思議だ。もう身体は限界なのに、晴人に欲情した目を向けられると何度でも彼に抱かれたくなってしまう。身も心も満たされて、幸せすぎてどうしてか泣けてくる。

　ずっと一人で大丈夫だなんて、どうして言えたのだろう。もう今となっては、晴人と共にある未来しか考えることができないのに。

「清香……」

　愛おしげに名前を呼ばれて、何度となく口づけられる。

　恍惚とした中で、身体を揺さぶられながら幾度となくやってくる絶頂を味わった。

　ほとんど夢うつつの状態であるにもかかわらず、耳元で囁かれた「愛してる」という言葉は、清香の脳裏にずっと深く刻まれた。
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　翌日、ベッドの上で目を開けたものの、清香はとても起きられる状態ではなかった。

　初めてなのを抜きにしても、ちょっとやりすぎではないだろうか、と晴人を恨みたくなるほど腰やら太もものあたりが痛む。

　寝不足なのも相まってか、身体も頭も怠く何もする気が起きない。

　晴人の本気を身体に刻み込まれた気分だ。不安が失せるほどに愛されて、もう彼を信じられないだなんてとても言えない。

　清香は何とか身体を起こして、ベッド下に落ちている晴人のシャツを着た。

　彼の姿は起きた時から隣になかった。隣室から何か物音が聞こえてきたものの、リビングへ行けるほどの体力は清香に残っておらず、うとうとしながら怠惰な時間を過ごしていたのだ。

　しばらく待っていると、音も立てずにそっとドアが開けられて、晴人が寝室に入ってきた。

「起きたのか？」

「うん……おはよう」

「おはよう。飯、食える？」

　朝食というより昼食という時間。

　ベッドのヘッドボードに、マグカップに入ったスープと焼いたパンの皿が置かれた。パンの横にはゆで卵が添えられている。

「悪い。いつも外食ばかりで、冷蔵庫にこれしかなかった」

「ううん、ありがとう」

　リビングにテーブルもなかったくらいだ。家で自炊などとてもできなかったのだろう。

　もし一緒に住んだら清香が朝食くらい作るのに、などと夢見がちなことを思い描いてしまう。

　互いに気持ちを確認しあっても、自分たちはまだ恋人になったばかりだ。

　一緒に暮らすなんて、話にも出ていないのに。

「顔赤いな。どうした？」

　熱を計るように額に触れられて、自分の気持ちが見透かされているようで恥ずかしくなった。

「う、ううんっ。大丈夫。あ、ベッドでご飯食べられないから、どっか……」

　と言っても、食べる場所はどこにもない。

　寝室にはベッドしか置かれておらず、唯一皿が置ける場所はヘッドボードだけだ。

「俺、いつも立ったまま食ってるからな。今度、一緒に家具選んでくれるか？　リビングに、お前が可愛いって言ってたテーブル置いて。二人で座るソファーもうちの会社で作ろうか」

「え……」

　まるで、一緒に暮らそうと言われているみたいだ。

　嬉しくてつい笑いが溢れてしまう。

　口元を押さえて声が漏れないようにしていても、夢のような未来の話に喜びが抑えきれない。

　二人で暮らすのなら食器棚もダイニングテーブルも必要だ、なんて想像するとますます笑みが深くなる。

「ふふっ」

「久しぶりに……清香が笑った顔見たな」

　清香の頬に触れてくる晴人が、まるで安堵したかのように顔を覗き込んでくる。
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　自覚はなかったが、言われてみれば再会してから初めて、落ち着いて晴人と向き合えている気がした。

　合コンで再会して、実は好きだったと言われて、デートはたったの二回。

　自分たちはまだこれからだ。恋人として始まったばかり。

　けれど、晴人はあの映画の時には、結婚するなら清香がいいと言っていた。彼はずっと清香といる未来の話をしてくれていた。

「だって、晴人さん家具作ってる会社の社長さんなのに、部屋にソファーどころかテーブルもないなんて……何か、おもしろくなっちゃって」

　照れくさくなって冗談交じりに言うと、彼の手が愛おしむように頬を撫でる。

「そうだな。自分のことを後回しにしすぎた。一緒に暮らしながら、少しずつ物を増やそうか。結婚して子どもが生まれたら、ベビーベッドも作ろう」

　ベッドの端が彼の重みで沈む。

　晴人の腕が腰に回って引き寄せられると、耳のすぐそばで驚くようなことを囁かれて、胸が温かいものに包まれた。

「それ、現実にするの？」

「お前がそばにいてくれれば、すぐ現実にできるだろ」

　結婚もしていないのに、子どもとは。

（気が早いよ……でも）

　想像してしまう。

　彼と、子どもと一緒にテーブルを囲んでいるところを。

　それはまるで予知夢のように、清香に幸せをもたらした。
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